
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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▼盛夏の祭りがやってくる！

▼コープさっぽろ、ミネラルウォーター事業に参入

おいしい手料理

【イエロートマトの日焼け止めポタージュ】
　今月はトマトを使った冷製ポタージュスープのご紹
介。本格的な夏を迎え、日差しが強くなってくる季節
です。βカロテン、リコピンをたっぷりと取れる夏の
旬野菜を使って体の中から皮膚を守りましょう。トマ
トの酸味も抑えられてさっぱり。バジルの葉を乗せ、
パルメザンチーズをかけると味にコクが出ます。細麺
のパスタを加えてスープパスタに仕立てるとボリュー
ムも出ます。夏は冷やして召し上がれ。

＜材料＞（２～３人分）
●玉ねぎ（大きめ）　　　　　　…２個
●にんにく　　　　　　　　　　…３片
●人参（Ｍサイズ）　　　　　　…２本
●イエロートマト（缶詰も可）　…200ℊ
●エクストラバージンオリーブ油…大さじ３
●パプリカパウダー　　　　　　…小さじ１/２
●塩、こしょう　　　　　　　　…適量
●バジルの葉（フレッシュ）　　…お好み
●オレガノパウダー　　　　　　…小さじ１

＜作り方＞
① 玉ねぎ、人参は大きめにみじん切り、にんにくは
　 細かくみじん切りします。
② 鍋にエクストラバージン油を敷いて玉ねぎ、人参、
　 にんにくを入れ、弱火で約10分間程度炒める（玉
　 ねぎがきつね色になるほど炒めないように）。
③ 塩一つまみ、パプリカパウダーを入れて、さらに
　 ２、３分程度炒める。
④ 鍋に熱湯を注ぐ。（鍋の中の材料が２㎝程度水で
　 浸かる程度までたっぷりと）
⑤ 弱火で約３０分間程度煮込む。その間にイエロー
　 トマトの表皮を湯むきしておきましょう。
⑥ 煮込んで入る鍋の中にトマト、オレガノパウダー、
　 塩２つまみを入れ、さらに５分間ほど煮込みます。
⑦ 鍋の火を止め、ブレンダーを使ってスープを混ぜ
　 てクリーミーに。（とろみがつき過ぎているよう
　 なら、お好みで熱湯を足してください）
⑧ こしょうを振って味を調え完成。味が足りない場
　 合は塩を入れて調整しましょう。

西洋風薬膳料理研究家　横山　アディナ
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CONTENTS
盛夏の祭りがやってくる！
コープさっぽろ、ミネラルウォーター事業に参入
まち・タウン
○好天に恵まれ、歓声にぎやか運動会
○海外アドバイザー参加で初の東アジア地域交流会議
○野口雨情の孫、新発見の葉書の足跡たどって旭岳温泉に
○夏山シーズン開幕～旭岳が山開き
○小学校建て替えで住民説明会
○中学１年生、林君がリトルリーグ全国大会出場　　ほか

A Word From Another World
○No.9　旅　英語活動教育指導員　カリン・ストロムさん
○エイゴノマナビカタ　Ideas worth spreading　英語教育指導員　宮地晶子さん

今、生き生きと
○No.56　農業　上野　修さん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○文学から学ぶ詩人、野口雨情の心
◇新刊図書・ビデオ案内

大雪山の素顔
○「花のリレー」の季節になりました  旭岳ビジターセンター  田上千尋さん
◇俳句

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険料、介護保険料、後期高齢者医療保険料改定のお知らせ

くらし・ネットワーク
○町税の納税通知書を送付しました（住民税、固定資産税、軽自動車税）
○25年度町職員を募集します
○25年度上川管内町村職員の採用資格試験説明会を開きます
○公開ポートフォリオレビューの参加者を募集
○町立診療所の看護師を募集します
○ハンドマッサージとネイルケアの体験交流です
○柳家はん治独演会へのお誘い　　ほか

子育てチャンネル
○育て・育てられて　教員　花田雅典さん

保健だより
○認知症－早期診断、早期治療で大きな効果

おいしい手料理
○「イエロートマトの日焼け止めポタージュ」　西洋風薬膳料理研究家　横山アディナさん

東川町、東川町交通安全協会、東川・東川西・志比内駐在所

7/19㈭～28㈯
夏の交通安全運動夏の交通安全運動夏の交通安全運動

交通安全はみんなの願い！

●居眠り運転事故防止
●着けて安心、シートベルト

●自転車の飛び出し
　気をつけよう

第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門グランプリ

「 盛 夏 」
時澤昭子さん撮影
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祭
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祭
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７
月
24
日
（
火
）
か
ら
同
月
27
日
（
金
）
ま
で
前
半
４
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夏の交通安全運動

 

今
年
の
「
写
真
甲
子
園
」
は
、
昨
年
の

応
募
校
を
51
校
上
回
っ
て
過
去
最
高
を
更

新
、
最
多
４
５
４
校
か
ら
の
応
募
に
な
り

ま
し
た
。

 

初
戦
審
査
会
は
６
月
15
日
、
写
真
家
の

立
木
義
浩
、
竹
田
津
実
、
米
美
知
子
の
各

氏
と
国
内
写
真
雑
誌
７
誌
編
集
長
ら
11
人

で
行
い
、
本
戦
大
会
へ
の
出
場
18
校
を
選

考
し
ま
し
た
（
全
国
を
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
基
本
枠
１
校
と
、
応
募
総
数
に
応
じ

て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
倍
率
枠
か
ら
ド
ン
ト
方

式
で
10
校
を
選
考
）
。

 

出
場
校
中
、
初
出
場
は
７
校
。
地
元
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
出
場
は
、
５
年
連

続
６
回
目
の
帯
広
南
商
業
高
等
高
校
と
初

出
場
の
札
幌
稲
西
高
等
学
校
で
す
。

 

宮
城
県
石
巻
好
文
館
高
等
学
校
は
、
昨

年
被
災
高
校
写
真
部
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
カ
メ
ラ
機
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
学
校
。

連
続
２
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

 

最
多
８
回
目
の
出
場
は
新
潟
県
立
十
日

町
総
合
高
等
学
校
、
次
い
で
７
回
目
の
埼

玉
栄
高
等
学
校
が
常
連
校
の
強
み
を
発
揮

し
て
予
選
突
破
し
ま
し
た
。

夢
の
個
展
開
催
権
〜
赤
れ
ん
が
の
倉

庫
で
写
真
オ
ー
ディション

　

後
半
２
日
間
は
、
フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
タ
。

新
人
作
家
賞
の
志
賀
理
江
子
さ
ん
は
東
日

本
大
震
災
後
、
仮
設
住
宅
住
ま
い
の
中
で

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

 
赤
れ
ん
が
の
倉
庫
を
会
場
に
、
写
真
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
「
赤
レ
ン
ガ
公
開
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
２
日
間

初
開
催
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
東
京
・

銀
座
の
リ
コ
ー
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
で
写
真
展
開
催
権

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
写
真
美
術

館
の
デ
ボ
ラ
・
ク
ロ
チ
カ
館
長
ら
ゲ
ス
ト

４
人
を
迎
え
、
レ
ビ
ュ
ア
ー
と
マ
ン
・
ツ

ー
・
マ
ン
で
一
人
20
分
間
ず
つ
交
流
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
（
希
望
２
人
ま
で
、
有

料
）
。
被
災
写
真
展
「
Ｌ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
＆
Ｆ
Ｏ

Ｕ
Ｎ
Ｄ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
も
予
定
し

て
い
ま
す
（
モ
ン
ベ
ル
大
雪
ひ
が
し
か
わ

店
２
階
）
。

　

ど
ん
と
こ
い
祭
り
は
、
「
復
活
！
東
川

ど
ん
と
こ
い
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
再
開
し

ま
す
。
３
年
目
の
「
旭
岳
源
水
水
の
乱
」

も
ル
ー
ル
を
変
更
し
て
さ
ら
に
内
容
充
実
。

豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
出
場
チ
ー
ム
を
募

っ
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
ど
ん
と

こ
い
祭
り
実
行
委
（
東
川
商
工
会
内
）
☎

82
│
２
７
５
０
へ
。
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国際写真フェスティバル（フォトフェスタ2012）、どんとこい祭り（7月28日、29日）

7/29
（日）

7/28
（土）

◆国際写真フェスティバル
●ニコンユーナ21東川ポートフォリオレビュー（28日①前11時半～②後5時～、文化ギャラリー）●赤レンガ公開ポートフォリオオーディション２０１2（①28
日前9時半～②29日前9時半～、赤れんが倉庫）●写真インデペンデンス展合評の集い（29日前10時～、文化ギャラリー）●レキサー＆コスモス・フォト
イベント（①28日後１時～②29日前10時～、文化ギャラリー）●東川フォトミーティングプレイス（28日後７時～、文化ギャラリー前庭）●写真の町「出会い
の広場」（道草館）●Myカメラアングル（同）●ストリートギャラリー2012（文化ギャラリー前庭）●ストリートギャラリー・フォトコンテスト（文化ギャラリー前庭）
●ウォールギャラリー写真展（東1丁目通り役場前壁面）●赤れんが写真展「伊奈信男賞セレクト展」（赤れんが倉庫）
◆どんとこい祭り
●どんとこいレストラン（前11時～、羽衣公園）●バンジー、トランポリン、ふわふわスライダー（前11時～、羽衣公園、役場横各会場）●大道芸、ストリート
ダンス、チアガールダンス（イベント広場、羽衣公園）●フリーマーケット、屋台、ゲームコーナー、思い出写真館NIJI、ストリートフォト（１丁目通り）●新車展
示（トヨタ、スズキ、オートバイ、１丁目通り）●消防車展示（１丁目通り）●身体障がい者用に多目的トイレ利用開放（前9時～後5時、共生サロンここりん）

時間
後2時

後3時半

後7時

後1時

後3時

前10時

場所
農村環境改善センター

農村環境改善センター

文化ギャラリー横広場

　　　　　〃

文化ギャラリー

文化ギャラリー

時間 場所国際写真フェスティバル
写真の町東川賞授賞式

東川賞受賞を祝う集い

東川フォトミーティング
プレイス

東川賞受賞作家フォーラム

東川賞受賞作家作品展
テープカット

写真インディペンデンス展
合評の集い

どんとこい祭り

正午 羽衣公園ステージキッズステージ(町内小中学校）

後7時半 　〃　写真と音楽のコラボレーション

後8時半 　〃　花火大会

後1時半 　　　　〃よさこいソーランチームステージ
後2時半 　　　　〃もちまき

後5時 　〃　第3回旭岳源水水の乱（子供の部）

前10時 　〃　第3回旭岳源水水の乱（大人の部）

不定期 　　　　〃来場者参加ゲーム

前11時 羽衣公園ストライダー大会

写
真
甲
子
園
2
0
1
2

本
戦
大
会
ス
ケ
ジュ
ー
ル 
 ※写真甲子園のインターネットライブ中継アドレスは「http://syakou.jp/」  

7月

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

場 所

農村環境改善センター
車輌センター　ほか

場所未定
農村環境改善センター

場所未定
農村環境改善センター

場所未定
農村環境改善センター
　　　　 〃

行 事

オリエンテーション、収穫体験、開会式（後4時）
選手歓迎夕食会（後6時～）
ホームステイ

本戦撮影会（第1ステージ、第2ステージ）
ファースト公開審査会（後6時半～）
本戦撮影会（第3ステージ、第4ステージ）
セカンド公開審査会（後6時半～）
本戦撮影会（第5ステージ）
ファイナル公開審査会（後2時45分）、
表彰式・閉会式（後6時半～）
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北 海 道 ブ ロ ッ ク ＝ 2 校 （ 応 募 37 校 ）

〈 ５ 年 連 続 ６ 回 目 〉

北 海 道 帯 広 南 商 業 高 等 学 校

（ 帯 広 市 ）

「 幻 想 〜unreal 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

栃 木 県 立 今 市 工 業 高 等 学 校

（ 日 光 市 ）

「 栃 木 病 院 に て 」

（ 白 黒 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ３ 年 ぶ り ７ 回 目 〉

埼 玉 栄 高 等 学 校 （ さ い た ま 市 ）

「 『 Illusion （ イ リ ュ ー ジ ョ ン ）

　 　 　 　 　 　 　 　 〜 闘 う 水 〜 』 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

北 海 道 札 幌 稲 西 高 等 学 校

（ 札 幌 市 ）

「 雪 融 け の 光 景 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

東 京 都 立 小 石 川 中 等 教 育 学 校

（ 東 京 都 文 京 区 ）

「 Flastasia （ フ ラ ス タ ジ ア ） 」

（ カ ラ ー 、 ６ 枚 組 み ）

〈 ５ 年 ぶ り ２ 回 目 〉

新 島 学 園 高 等 学 校

（ 群 馬 県 安 中 市 ）

「 一 所 懸 命  」

（ カ ラ ー 、 ６ 枚 組 み ）

〈 ２ 年 連 続 ４ 回 目 〉

静 岡 県 立 伊 東 高 等 学 校 城 ヶ 崎 分 校

（ 伊 東 市 ）

「 田 牛 （ と う じ ） 海 岸 探 険 隊

　 　 〜 女 子 高 生 が あ ら わ れ た 〜 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ２ 年 連 続 ２ 回 目 〉

兵 庫 県 立 伊 丹 西 高 等 学 校

（ 伊 丹 市 ）

「 『 足 の 赴 く ま ま に 』 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ２ 年 連 続 ４ 回 目 〉

香 川 県 立 坂 出 高 等 学 校

（ 坂 出 市 ）

「 時 を 越 え て 」

（ 白 黒 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

西 南 学 院 高 等 学 校

（ 福 岡 県 福 岡 市 ）

「 『 放 課 後 の メ モ リ ア ル 』 」

（ カ ラ ー 、 ６ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

大 阪 府 立 生 野 高 等 学 校

（ 松 原 市 ）

「 放 課 後GENKIDS （ ゲ ン キ ッ ズ ） 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

関 西 学 院 高 等 部

（ 兵 庫 県 西 宮 市 ）

「 都 会 」

（ 白 黒 ・ カ ラ ー 混 在 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ８ 年 ぶ り ２ 回 目 〉

沖 縄 県 立 浦 添 工 業 高 等 学 校

（ 浦 添 市 ）

「 記 憶 の 海 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ５ 年 ぶ り ４ 回 目 〉

広 島 県 立 庄 原 格 致 高 等 学 校

（ 庄 原 市 ）

「 『 私 達 の 尾 道 』 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

近 畿 ブ ロ ッ ク ＝ 3 校 （ 応 募 70 校 ）

四 国 ブ ロ ッ ク ＝ 1 校 （ 応 募 23 校 ）

東 北 ブ ロ ッ ク ＝ ２ 校 （ 応 募 38 校 ）

〈 ２ 年 連 続 ２ 回 目 〉

宮 城 県 石 巻 好 文 館 高 等 学 校

（ 石 巻 市 ）

「 あ の 日 か ら ２ 度 目 の 春 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ４ 年 連 続 ５ 回 目 〉

宮 城 県 柴 田 農 林 高 等 学 校

（ 柴 田 郡 大 河 原 町 ）

「The Strange World 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

関 東 ブ ロ ッ ク ＝ 4 校 （ 応 募 １ ２ ４ 校 ）

九 州 ・ 沖 縄 ブ ロ ッ ク ＝ 2 校 （ 応 募 50 校 ）

〈 初 出 場 〉

飯 田 女 子 高 等 学 校

（ 長 野 県 飯 田 市 ）

「 あ れ か ら 一 年 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

〈 ３ 年 ぶ り ８ 回 目 〉

新 潟 県 立 十 日 町 総 合 高 等 学 校

（ 十 日 町 市 ）

「 『 時 間 よ 、 止 ま れ 。 』 」

（ カ ラ ー 、 ８ 枚 組 み ）

中 部 ・ 東 海 ブ ロ ッ ク 3 校 （ 応 募 82 校 ） 中 国 ブ ロ ッ ク ＝ 1 校 （ 応 募 30 校 ）

（
18
校
、
応
募
総
数
45
4校
）
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年
々
大
き
く
―
コ
ー
プ

の
森
で
今
年
も
植
樹

好
天
に
恵
ま
れ
、歓
声
に
ぎ
や
か
運
動
会

千
３
０
０
万
本
（
２
㍑
容
器
入
り
換
算
）

を
生
産
す
る
予
定
で
す
。

　
大
雪
旭
岳
源
水
は
、
環
境
省
「
平
成
の

名
水
１
０
０
選
」
（
平
成
８
年
）
に
選
ば

れ
た
名
水
。

　
ｐ
H
値
７
・
４
、
硬
度
94
、
弱
ア
ル
カ

リ
性
の
中
硬
水
で
、
１
リ
ッ
ト
ル
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
含
有
量
は
22
㍉
㌘
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
含
有
量
は
９
㍉
㌘
、
カ
リ
ウ
ム
含
有

量
は
４
㍉
㌘
な
ど
と
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
イ
オ

ン
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
水
で
す
（
今
年
６

月
採
水
、
日
本
衛
生
㈱
検
査
）
。

　
藤
田
紘
一
郎
東
京
医
科
歯
科
大
名
誉
教

授
に
よ
る
と
「
坑
酸
化
力
が
高
く
、
飲
用

に
適
し
て
非
常
に
良
い
」
（
２
０
０
８
年

12
月
の
来
町
時
の
講
演
）
と
お
墨
付
き
の

健
康
水
で
す
。

　
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
直
接
水
の
生
産
、

販
売
事
業
に
進
出
す
る
の
は
初
め
て
。
国

内
市
場
ば
か
り
で
な
く
、
台
湾
、
東
南
ア

ジ
ア
方
面
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
視
野
に
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
大
雪
旭
岳
源
水
の
ボ
ト
リ
ン
グ
商
品
化

に
向
け
た
計
画
は
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
を

筆
頭
株
主
と
す
る
事
業
主
体
と
し
て
、
㈱

大
雪
水
資
源
保
全
セ
ン
タ
ー
（
東
川
町
、

資
本
金
５
千
万
円
、
吉
田
洋
一
社
長
）
を

今
年
３
月
26
日
に
設
立
。
具
体
化
に
向
け

て
関
係
者
間
で
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
出
資
者
と
出
資
比
率
は
、
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
札
幌
、
大
見
英
明

理
事
長
）
４
千
万
円
、
東
川
町
（
松
岡
市

郎
町
長
）
、
東
川
町
農
協
（
板
谷
重
徳
組

合
長
）
各
４
０
０
万
円
、
㈱
東
洋
実
業

（
札
幌
、
横
田
正
弘
社
長
）
２
０
０
万
円
。

社
長
に
就
任
し
た
吉
田
氏
は
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
の
執
行
役
員
。

　
「
２
リ
ッ
ト
ル
ボ
ト
ル
換
算
で
１
本
あ

た
り
０
・
５
円
を
大
雪
の
自
然
を
守
る
た

め
に
東
川
町
に
寄
付
し
た
い
。
年
間
で
は

７
０
０
万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
」
と
大

雪
山
国
立
公
園
の
自
然
環
境
保
護
へ
の
貢

献
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
松
岡
町
長
は
「
寄
付
金
を
原
資
に
、
大

雪
山
国
立
公
園
の
独
自
の
自
然
保
護
活
動

に
役
立
て
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

月
産
千
３
０
０
万
本
、
12
月
か
ら
本
格
生

産
へ

　
新
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
の
建
設
地
は
、
大

雪
旭
岳
源
水
に
近
い
忠
別
湖
遊
水
広
場

（
ノ
カ
ナ
ン
）
の
一
角
。
日
量
６
千
６
０

０
立
方
㍍
の
天
然
ミ
ネ
ラ
ル
水
が
自
噴
し

て
い
る
旭
岳
源
水
の
湧
水
源
か
ら
約
７
０

０
メ
ー
ト
ル
下
流
。
大
雪
旭
岳
源
水
の
取

水
口
が
整
備
さ
れ
て
い
る
旭
岳
源
水
公
園

の
近
く
で
す
。

　
新
会
社
の
同
セ
ン
タ
ー
が
町
有
地
約
６

千
８
０
０
平
方
㍍
を
買
い
上
げ
、
事
業
費

約
７
億
円
で
鉄
骨
造
り
一
部
２
階
建
て
約

千
８
０
０
平
方
㍍
の
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
を

建
設
し
ま
す
。

　
水
質
の
良
さ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
加

熱
殺
菌
処
理
し
な
い
無
菌
充
填
方
式
を
採

用
し
ま
す
。
０
・
０
１
ミ
ク
ロ
ン
の
極
薄

Ｕ
Ｆ
膜
ろ
過
方
式
で
今
年
12
月
か
ら
月
産

　

全
道
１
０
７
店
舗
を
展
開
す
る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
、
大
雪
山
旭
岳
源
水
の
天
然
水
を
〝
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
さ
っ
ぽ
ろ
〞
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
販
売
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
も
旭
岳
源
水
の
湧
水
源
近
く
に
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
を
建
設
着

工
、
早
け
れ
ば
今
年
12
月
か
ら
製
造
・
ボ
ト
リ
ン
グ
開
始
の
予
定
。「
平
成
の
名
水
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
豊
富
な
自
慢

の
天
然
水
が
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に
向
け
て
本
格
販
売
開
始
に
な
り
ま
す
。

　

全
道
１
０
７
店
舗
を
展
開
す
る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
、
大
雪
山
旭
岳
源
水
の
天
然
水
を
〝
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
さ
っ
ぽ
ろ
〞
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
販
売
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
も
旭
岳
源
水
の
湧
水
源
近
く
に
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
を
建
設
着

工
、
早
け
れ
ば
今
年
12
月
か
ら
製
造
・
ボ
ト
リ
ン
グ
開
始
の
予
定
。「
平
成
の
名
水
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
豊
富
な
自
慢

の
天
然
水
が
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
に
向
け
て
本
格
販
売
開
始
に
な
り
ま
す
。

大
雪
旭
岳
源
水
の
水
源
地
に
新
工
場

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
事
業
に
参
入

大
雪
旭
岳
源
水
の
水
源
地
に
新
工
場

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
事
業
に
参
入

大
雪
旭
岳
源
水
の
水
源
地
に
新
工
場

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
事
業
に
参
入

忠別湖畔遊水広場最東端部の工場建設予定地（中央右部、
左側に現「大雪旭岳源水」ペットボトル商品の水を取水する
ための取水口が見えています）

新ボトリング工場の完成予想図
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ま
ち
・
タ
ウ
ン

　

町
内
の
小
、
中
学
校
で
に
ぎ
や
か
に
運
動

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
27
日
、
今
年
の
ト
ッ
プ
で
開
い
た
の

は
東
川
小
学
校
（
村
田
俊
昭
校
長
、
３
６
５

人
）
。
前
日
の
雨
模
様
か
ら
一
転
、
午
後
に

は
晴
れ
間
も
広
が
る
天
気
に
持
ち
直
し
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

第
一
小
学
校
（
澤
田
安
男
校
長
、
31
人
）
、

第
二
小
学
校
（
工
藤
芳
美
校
長
、
41
人
）
、

第
三
小
学
校
（
寺
川
利
幸
校
長
、
25
人
）
の

各
校
は
と
も
に
６
月
３
日
、
東
川
養
護
学
校

（
高
橋
正
志
校
長
、
１
１
５
人
）
は
翌
４
日

に
開
き
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
消
防
団
、
地
域
の
先
輩
卒
業
生
の

方
々
が
道
具
運
び
、
運
営
、
競
技
出
演
に
と

大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代
園
長
、
２
５

１
人
）
は
同
月
16
日
に
開
き
ま
し
た
。
天
候

は
少
し
ぐ
ず
つ
き
模
様
で
し
た
が
、
幼
児
た

ち
、
パ
パ
、
マ
マ
の
熱
の
入
っ
た
競
技
で
午

前
中
は
雨
を
寄
せ
付
け
ず
、
元
気
な
笑
顔
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
弾
け
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
、
東
３
号
北
６
線
の
町
有
林
で

「
コ
ー
プ
の
未
来
（
あ
し
た
）
の
森
づ
く
り
」

の
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
本
部

札
幌
）
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
全

道
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
る
森
づ
く
り
。
旭

川
地
区
本
部
（
15
店
舗
）
の
組
合
員
親
子
46

人
が
来
町
、
約
20
㌃
に
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
と
ナ

ナ
カ
マ
ド
の
苗
木
各
２
０
０
本
ず
つ
を
植
栽

し
ま
し
た
。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
に
恵
ま
れ
、
残
雪

の
旭
岳
も
く
っ
き
り
。
お
母
さ
ん
、
お
父
さ

ん
と
一
緒
に
訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
大
き
な

ス
コ
ッ
プ
を
両
手
で
し
っ
か
り
握
っ
て
小
さ

な
苗
木
を
一
生
懸
命
に
植
え
、
大
き
な
森
に

育
つ
姿
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

年
々
大
き
く
―
コ
ー
プ

の
森
で
今
年
も
植
樹

年
々
大
き
く
―
コ
ー
プ

の
森
で
今
年
も
植
樹

好
天
に
恵
ま
れ
、歓
声
に
ぎ
や
か
運
動
会

好
天
に
恵
ま
れ
、歓
声
に
ぎ
や
か
運
動
会

　

全
道
１
０
７
店
舗
を
展
開
す
る
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
が
、
大
雪
山
旭
岳
源
水
の
天
然
水
を
〝
Ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
さ
っ
ぽ
ろ
〞
ブ
ラ
ン
ド
の
新
た
な
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
販
売
参
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
も
旭
岳
源
水
の
湧
水
源
近
く
に
ボ
ト
リ
ン
グ
工
場
を
建
設
着

工
、
早
け
れ
ば
今
年
12
月
か
ら
製
造
・
ボ
ト
リ
ン
グ
開
始
の
予
定
。「
平
成
の
名
水
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
豊
富
な
自
慢

の
天
然
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5、6年生の団体競技「風林火山」
（東川小）

5、6年生のゲーム「観客の皆さん、ご一緒に」
（第一小）

PTA東西対抗大玉リレー
（第二小）

YOSAKOIソーラン
（第三小）

小学部低学年の徒競走「よ～い、どん！」
（東川養護学校）

うさぎ組（2歳児）をお寿司に見立てて早く運ぼう
「へい！おまちっ！」（幼児センター）
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　 ア ジ ア 圏 に 東 川 を 売 り 込 め ― と 発 足

し た 「 東 川 町 東 ア ジ ア 地 域 交 流 促 進 協

議 会 」 （ 会 長 ・ 松 岡 市 郎 町 長 ） の 初 ア

ド バ イ ザ ー 会 議 が ６ 月 ９ 日 、 役 場 大 会

議 室 で 開 か れ ま し た 。

　 韓 国 、 台 湾 、 中 国 の 東 ア ジ ア 地 域 を

重 点 交 流 地 域 と し て ８ 人 の 海 外 ア ド バ

イ ザ ー を 委 嘱 。 初 め て 全 員 が 集 ま り 、

今 後 の 交 流 促 進 を 話 し 合 い ま し た 。

　 「 『 初 め て の 日 本 が ３ 週 間 し か な く

て 足 り な い 』 と 感 想 が 出 て い る 。

い ろ い ろ な 所 に 連 れ て 行 っ て や

り た い 。 研 修 生 た ち が ２ 度 、 ３

度 と 来 た く な る よ う に 頑 張 り た

い 」 （ キ ム さ ん ） 、 「 真 っ 白 い

雪 が と て も き れ い な 町 。 黒 龍 江

省 の 青 年 を ど ん ど ん 東 川 町 に 案

内 し た い 。 観 光 客 誘 致 で も つ な

が っ て い き た い 」 （ 賀 さ ん ） 、

「 食 べ 物 は 日 本 の 食 材 と し て 当

た る と 思 う 。 漬 物 も 非 常 に お い

し い 。 上 海 で 売 り た い 」 （ 呉 さ

ん ） な ど と 積 極 的 な 意 見 が 続 出

し ま し た 。

　 協 議 会 は 、 海 外 に 向 け て 町 内

の 特 産 品 販 売 促 進 、 観 光 、 日 本

語 （ 文 化 ） 研 修 の 受 け 入 れ 促 進

を 図 る た め 、 海 外 重 点 地 域 の 情

報 を 町 内 に 伝 え 調 整 し ま す 。 ４ 月 25 日 、

町 、 町 教 育 委 員 会 、 （ 社 ） ひ が し か わ

観 光 協 会 、 （ 学 ） 北 工 学 園 、 ㈱ 東 川 振

興 公 社 、 ㈱ 西 川 食 品 、 （ 有 ） ア グ リ テ

ッ ク の 各 社 （ 団 体 ） で 発 足 し ま し た 。

　 情 報 の 相 互 交 換 を 重 ね 、 本 町 製 品 の

販 売 促 進 、 観 光 ・ 研 修 生 受 け 入 れ 支 援

な ど に 協 力 を し て い た だ き ま す 。

　 海 外 ア ド バ イ ザ ー ８ 人 は 次 の 通 り 。

（ 敬 称 略 、 順 不 同 ）

〔 韓 国 〕 ▼ 河 承 賢 （ ハ ・ ス ン ヒ ョ ン ）

＝ ア ジ ア の 平 和 と 歴 史 教 育 連 帯 国 際

協 力 部 長 ＝ ▼ 金 廷 宣 （ キ ム ・ ジ ョ ン

ソ ン ） ＝ Ｅ Ｊ Ｃ 外 国 語 学 院 長 ＝ ▼ 柳

光 鍚 （ ユ ・ ク ア ン ソ ク ） ＝ ノ リ の り

王 国 明 洞 店 長 （ 土 産 品 店 ） ＝

〔 台 湾 〕 ▼ 富 田 恭 敏 ＝ 新 高 通 顧 問 ㈱

社 長 ＝ ▼ 大 隈 千 晶 ＝ エ ノ 産 業 ㈱ 台 北

駐 在 事 務 所 長 ＝ ▼ 方 紹 安 （ ホ ウ ・ シ

ョ ウ ア ン ） ＝ 台 湾 中 央 研 究 所 ア シ ス

タ ン ト ＝

〔 中 国 〕 ▼ 賀 業 祥 （ ガ ・ ギ ョ ウ シ ョ

ウ ） ＝ 黒 龍 江 省 祥 業 職 業 技 能 培 訓 学

校 長 ＝ ▼ 呉 奇 （ ゴ ・ キ ） ＝ 石 狩 水 産

品 有 限 公 司 代 表 （ 上 海 ） ＝

　 ６ 月 26 、 27 の 両 日 、 キ ト ウ シ 森 林 公

園 で 第 52 回 く ら し 楽 し く フ ェ ス テ ィ バ

ル が 開 か れ ま し た 。 1 日 目 は あ い に く

の 雨 天 に 見 舞 わ れ ま し た が 、 ２ 日 目 は

最 高 気 温 約 13 度 と や や 肌 寒 い も の の 好

天 が 戻 っ て 会 場 は 大 に ぎ わ い 。 道 路 も

渋 滞 と な る ほ ど の 人 出 で 込 み 合 い ま し

た 。

　 農 家 直 売 の テ ン ト に は 、 花 と 野 菜 の

苗 販 売 や フ キ 、 ヤ マ ワ サ ビ 、 ウ ド 、 ア

イ ヌ ネ ギ 、 露 地 ア ス パ ラ な ど 新 鮮 な 春

の 山 菜 、 野 菜 も ず ら り と 並 び ま し た 。

恒 例 の リ サ イ ク ル 市 も 相 変 わ ら ず の 人

気 ぶ り 。 成 長 が 早 い 子 供 用 の 服 や お も

ち ゃ を 買 い 求 め る 家 族 連 れ が 早 い 者 勝

ち の 掘 り 出 し 物 を 捜 し 求 め て い ま し た 。

　 今 年 は 旭 川 北 高 校 吹 奏 楽 部 が 来 場 出

演 。 旭 川 の チ ン ド ン 屋 「 春 月 」 の 皆 さ

ん も 16 人 の 大 所 帯 で 会 場 内 を 景 気 づ け

し て く れ ま し た 。 札 幌 の 新 芸 能 集 団

「 乱 拍 子 」 の 迫 力 満 点 の 和 太 鼓 、 大 道

芸 に は 観 客 の 輪 が 十 重 二 十 重 に 出 来 て

見 事 な 演 技 に 拍 手 い っ ぱ い 。 多 く の 投

げ 銭 が 飛 ん で い ま し た 。

春 の に ぎ わ い 、 く ら し 楽 し く フ ェ ス春 の に ぎ わ い 、 く ら し 楽 し く フ ェ ス

　 戦 前 活 躍 し た 詩 人 、 故 野 口 雨 情 （ １

９ ４ ５ 年 、 62 歳 で 死 去 ） が 、 旭 川 在 住

の 新 聞 記 者 時 代 を 懐 か し ん で １ ９ ２ ７

（ 昭 和 ２ ） 年 に 旭 川 か ら 投 函 し た 葉 書

が こ の ほ ど 見 つ か り 、 ６ 月 15 、 16 の 両

日 、 北 茨 城 市 在 住 の 野 口 不 二 子 さ ん

（ 66 ） が 松 岡 市 郎 町 長 に 新 た な 発 見 を

報 告 す る た め 旭 岳 温 泉 を 訪 れ ま し た 。

　 不 二 子 さ ん は 野 口 雨 情 の 直 系 の 孫 。

同 市 内 の 野 口 雨 情 の 生 家 で 、 「 野 口 雨

情 生 家 ・ 資 料 館 」 の 館 長 と し て 生 前 の

資 料 保 存 、 研 究 を 続 け て い ま す 。

　 昨 年 ３ 月 の 東 日 本 大 震 災 で 津 波 被 害

後 、 生 家 の ２ 階 に 避 難 さ せ た 資 料 の 中

に ま ぎ れ て い た そ う で す 。 資 料 を 整 理

し 直 し 、 85 年 前 に 旭 川 か ら 投 函 さ れ た

葉 書 で あ る こ と が 初 め て 分 か っ た そ う

で す 。

　 当 時 旭 川 に あ っ た 新 聞 社 、 北 海 タ イ

ム ス 社 が 開 い た 「 第 ２ 回 大 雪 山 夏 期 大

学 」 の 講 師 と し て 旭 川 を 再 訪 し 、 そ の

時 に 大 雪 山 に も 登 っ て 帰 り 際 に 書 か れ

た も の 。 消 印 が 消 失 し て い ま し た が 、

よ う や く 昭 和 ２ 年 で あ る こ と が 分 か っ

て 、 友 人 ８ 人 と 一 緒 に 足 跡 を た ど っ て

き ま し た 。

　 「 大 雪 山 に 登 っ て 、 そ の あ と 旭 川 で

講 演 し て い る こ と が 分 か り ま し た 」 な

ど と よ う や く 判 明 し た 雨 情 と 大 雪 山 の

つ な が り に 思 い を は せ ま し た 。

　 葉 書 は 、 す で に 離 婚 し て い た 妻 、 ひ

ろ さ ん （ 後 に 復 縁 ） に あ て た も の で

「 旭 川 は 八 月 一 日 に は 立 ち ま す 。 雅 夫

が 『 い か な い 』〱 と ゆ っ た あ の あ

た り は 、 昔 の 俤 （ お も か げ ） は あ り ま

す が 、 た づ ぬ る よ す が も な き ほ ど 変 り

ま し た 。 」 と あ り 、 か つ て 一 家 ３ 人 で

暮 ら し て い た こ ろ を 懐 か し ん で い る 便

り で す 。

　 「 雅 夫 が 『 い か な い 』〱 と ゆ っ

た あ の あ た り 」 と は 、 か つ て 住 ん で い

た 現 在 の 旭 川 市 １ 条 ５ 丁 目 あ た り 。

「 （ 旭 川 か ら 転 出 す る 時 ） 雅 夫 （ 雨 情

の 長 男 で 当 時 ４ 歳 。 不 二 子 さ ん の 実 父 ）

が 『 行 か な い 、 行 か な い 』 と 離 れ る こ

と を 嫌 が っ て い た が 、 昔 の 面 影 を 探 す

き っ か け も な い ほ ど 変 わ っ て し ま い ま

し た 。 」 と 書 か れ て い ま す 。

　 雨 情 は 、 １ ９ ０ ６ （ 明 治 39 ） 年 に 来

道 。 翌 年 の 25 歳 か ら 27 歳 ま で 3 年 間 、

札 幌 、 小 樽 、 室 蘭 、 旭 川 の ６ 新 聞 社 で

新 聞 記 者 を 勤 め ま し た 。

　 ６ 月 16 日 、 大 雪 山 の 夏 山 シ ー ズ ン が

幕 開 け し ま し た 。 旭 岳 温 泉 街 （ 標 高 千

１ １ ０ ㍍ ） で 山 の 祈 願 祭 と ア イ ヌ 民 族

の 儀 式 「 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ 」 を 行

い 、 山 の 神 に 夏 山 の 安 全 と 無 事 故 を 祈

り ま し た 。

　 旭 岳 ロ ー プ ウ ェ イ 山 麓 駅 で 祈 願 祭 を

行 い 、 地 元 旭 岳 温 泉 街 の 関 係 者 ら 約 80

人 が 山 の 安 全 を 祈 願 し ま し た 。

　 メ ー ン 行 事 は ア イ ヌ 民 族 の 山 の 儀 式

「 ヌ プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ 」 。 ア イ ヌ 伝

統 の 儀 式 で 山 の 神 に 山 の 安 全 を 祈 り ま

し た 。 チ カ ッ プ ニ ア イ ヌ の 皆 さ ん が 車

座 に な っ て 山 の 神 に お 神 酒 を 捧 げ 、 ヌ

プ リ コ ロ カ ム イ ノ ミ の 儀 式 を 行 い ま し

た 。

　 部 族 の 女 性 が 鶴 の 舞 い

な ど を 披 露 。 酋 長 が ご 神

矢 を 放 っ て 山 の 無 事 安 全

を 祈 願 し ま し た 。 最 後 に

会 場 全 員 で フ ァ イ ア ー ス

ト ー ム を 囲 ん で 舞 い 踊 り 、

夏 山 の 短 い 山 開 き を 祝 い

ま し た 。

海 外 ア ド バ イ ザ ー 参 加 で 初 の 東 ア ジ ア 地 域 交 流 会 議海 外 ア ド バ イ ザ ー 参 加 で 初 の 東 ア ジ ア 地 域 交 流 会 議

野 口 雨 情 の 孫 、 新 発 見 の 葉 書 の 足 跡 た ど っ て 旭 岳 温 泉 に野 口 雨 情 の 孫 、 新 発 見 の 葉 書 の 足 跡 た ど っ て 旭 岳 温 泉 に

夏 山 シ ー ズ ン 開 幕 〜 旭 岳 が 山 開 き夏 山 シ ー ズ ン 開 幕 〜 旭 岳 が 山 開 き
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北 電 が ユ コ マ ン ベ ツ 発 電 所 を 着 工北 電 が ユ コ マ ン ベ ツ 発 電 所 を 着 工

　 ６ 月 17 日 、 大 雪 山 山 開 き に 合 わ せ て

「 Ｓ Ｅ Ａ 　 Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ ２ ０ １

２ 」 が 行 わ れ 、 町 内 在 住 の ト ビ ー ・ ウ

ェ イ ミ ラ ー さ ん （ 43 ） が 昨 年 の 優 勝 自

己 記 録 を 20 分 も 縮 め て ２ 時 間 18 分 ３ 秒

で ゴ ー ル ・ イ ン 、 見 事 ２ 連 覇 を 飾 り ま

し た 。

 ひ が し か わ 観 光 協 会 な ど 大 会 事 務 局

の 主 催 。 昨 年 よ り ７ チ ー ム 増 の 24 チ ー

ム （ 個 人 ） が 出 場 し ま し た 。 町 内 か ら

は 個 人 出 場 の ト ビ ー さ ん の ほ か に 東 川

第 三 地 区 を 中 心 に ３ チ ー ム 。 駐 日 ラ ト

ビ ア 大 使 の ペ ー テ リ ウ ス ・ ヴ ァ イ バ リ

ス さ ん （ 48 ） も 険 し い 山 岳 レ ー ス に 挑

み ま し た 。

 忠 別 湖 （ 標 高 ４ ５ ０ ㍍ ） で カ ヤ ッ ク

（ 片 道 ２ ・ ５ ㌔ ㍍ を 往 復 ） 、 旭 岳 ビ ジ

タ ー セ ン タ ー 前 （ 標 高 千 １ ０ ０ ㍍ 地 点 ）

ま で 14 ㌔ ㍍ （ 平 均 斜 度 21 ・ ５ 度 ） を バ

イ ク （ 自 転 車 ） 登 坂 。 ロ ー プ ウ エ ー で

旭 岳 姿 見 の 駅 （ 標 高 千 ６ ０ ０ ㍍ 地 点 ）

か ら 山 頂 （ 標 高 ２ 千 ９ ９ １ ㍍ 地 点 ） ま

で 約 １ ・ ４ ㌔ ㍍ を ハ イ ク （ 登 山 ） す る 、

と い う ハ ー ド な 大 会 。

　 カ ヤ ッ ク 競 技 ス タ ー ト 時 の 湖 畔 の 気

温 は セ 氏 約 14 度 、 曇 り 。 山 頂 を 目 指 す

こ ろ 、 頂 上 付 近 の 気 温 は セ 氏 ２ 度 、 風

速 約 30 メ ー ト ル の 横 殴 り の 雨 に 変 わ っ

て 最 悪 の コ ン デ ィ シ ョ ン で し た が 、 登

頂 ハ イ ク 参 加 者 の ほ と ん ど が 見 事 ゴ ー

ル を 果 た し ま し た 。

臨 海 球 場 で 始 ま り 、 順 調 に 勝 ち あ が れ

ば 決 勝 戦 は ７ 月 ７ 日 の 予 定 。 守 備 は レ

フ ト と 捕 手 。 打 順 は ６ 番 か ７ 番 。 初 戦

は ６ 月 30 日 、 地 区 予 選 を ほ と ん ど 圧 勝

で 勝 ち あ が っ て き た 強 敵 、 東 海 連 盟 第

一 代 表 の 「 松 坂 リ ト ル リ ー グ 」 と の 対

戦 に な り ま し た 。

　 旭 川 市 内 の ジ ュ ニ ア 少 年 野 球 チ ー ム

「 旭 川 大 雪 リ ト ル リ ー グ 」 に 所 属 の 林

委 （ や ま と ） 君 （ 12 ） ＝ 東 川 中 学 校 １

年 ＝ が 全 日 本 リ ト ル リ ー グ の 全 国 大 会

に 出 場 す る こ と に な り ま し た 。 ６ 月 19

日 役 場 を 訪 れ 、 松 岡 市 郎 町 長 に 必 勝 を

誓 い ま し た 。

　 第 46 回 全 日 本 リ ト ル リ ー グ 野 球 選 手

権 全 国 大 会 は 29 日 、 東 京 都 江 戸 川 区 の

　 「 ピ ン ホ ー ル ・ フ ォ ト

フ ェ ス テ ィ バ ル ２ ０ １ ２

ｉ ｎ 写 真 の 町 東 川 」 の 東

川 シ ン ポ ジ ウ ム が ６ 月 ２

日 、 文 化 ギ ャ ラ リ ー で 開

か れ ま し た 。

　 札 幌 在 住 の 写 真 家 で ピ

ン ホ ー ル 写 真 芸 術 学 会 長

の 浅 野 久 男 さ ん が 来 町 し 、

「 豊 か な 水 と と も に 生 き

る ス ロ ー ラ イ フ と ス ロ ー

フ ォ ト 」 と 題 し て パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン し ま し た 。

　 喫 茶 店 を 営 業 し て い る 大 島 栄 子 さ ん 、

豆 腐 店 ３ 代 目 の 平 田 正 宏 さ ん 、 写 真 家

で ピ ン ホ ー ル 写 真 芸 術 学 会 前 会 長 の 渡

辺 信 夫 さ ん が そ れ ぞ れ 恵

み の 水 に 対 す る 思 い を 披

露 し ま し た 。

　 「 世 界 中 を 旅 し て み て 、

こ れ か ら 水 の 危 機 、 食 糧

の 危 機 が 起 き る と 思 っ

た 。 」 （ 大 島 さ ん ） 、

「 塩 素 殺 菌 の 水 道 水 で 現

像 写 真 を 水 洗 す る と 、 年

月 と と も に 写 真 が 退 色 し

て し ま う 。 写 真 を １ ０ ０

年 残 す た め に は 、 こ の 町 の 水 は 欠 か せ

な い 」 （ 渡 辺 さ ん ） 、 「 水 が お い し い

と 食 べ 物 が お い し く な る こ と は 間 違 い

な い 」 （ 平 田 さ ん ） な ど と 話 し ま し た 。

初 の ピ ン ホ ー ル ・ フ ォ ト フ ェ ス 開 く初 の ピ ン ホ ー ル ・ フ ォ ト フ ェ ス 開 く

中 学 １ 年 生 、 林 君 が リ ト ル リ ー グ 全 国 大 会 出 場中 学 １ 年 生 、 林 君 が リ ト ル リ ー グ 全 国 大 会 出 場

　 ６ 月 13 日 、 町 は 農 村 環 境 改 善 セ ン タ

ー で 東 川 小 学 校 建 て 替 え の 住 民 説 明 会

を 開 き ま し た 。

　 基 本 計 画 を ま と め た 北

海 道 大 学 大 学 院 工 学 研 究

院 の 小 篠 隆 生 准 教 授 、 松

岡 市 郎 町 長 、 林 万 里 教 育

長 ら 町 理 事 者 が そ ろ っ て

出 席 し ま し た 。 　

　 実 施 設 計 完 成 前 の 最 後

の 説 明 会 。 出 席 者 か ら は

「 校 舎 の シ ッ ク ハ ウ ス 対

策 、 広 く 大 き い 校 舎 の 維

持 管 理 は 大 丈 夫 か 」 「 農

業 振 興 地 域 整 備 計 画 の 変

更 は ど こ ま で 行 っ て い る の か 」 「 安 田

侃 氏 の 作 品 購 入 に 貴 重 な 町 費 を 使 わ な

い で 、 海 洋 セ ン タ ー の 補 修 に 回 し て ほ

し い 」 な ど と 質 問 が 出 ま し た 。

　 町 側 は ○ 建 設 材 に シ ッ ク ハ ウ ス 対 応

し て い る も の を 使 用 し 、 校 内 の 自 然 換

気 を 常 時 行 う 空 気 の 洗 浄 シ ス テ ム を 採

用 し て 二 重 に 配 慮 し た い ○ 校 舎 は ２ ７

０ ㍍ の 長 い 建 物 で １ 万 ７ ０ ０ 平 方 ㍍ あ

る の で 、 設 備 点 検 、 故 障 時 に は 簡 易 な

点 検 、 交 換 が 出 来 る よ う に し 、 使 い や

す く 分 か り や す い シ ス テ ム に す る ○ 用

水 路 で 危 険 箇 所 が 見 つ か れ ば 転 落 防 止

の 措 置 を 講 じ る ○ 通 学 道 路 は 町 道 の 整

備 を 行 い 通 学 安 全 性 を 確 保 す る ○ 農 業

振 興 地 域 の 変 更 は ４

月 ６ 日 に 行 っ た 。 ６

人 か ら 異 議 申 し 立 て

が あ り 、 そ の 後 申 し

立 て を 棄 却 し た た め 、

現 在 道 段 階 で 手 続 き

中 に な っ て い る ○ 安

田 侃 氏 の 作 品 購 入 に

対 し て 、 現 在 町 民 か

ら ４ ０ ０ 万 円 寄 付 が

集 ま っ て お り 、 今 後

も 集 ま る と 期 待 し て

い る ○ 海 洋 セ ン タ ー

の 改 修 と 修 繕 は 、 も し あ る の な ら 別 財

源 で 対 応 し た い ― な ど と 回 答 し ま し た 。

集 。 上 川 管 内 各 町 村 か ら は ８ 組 の 親 子

が ２ 次 選 考 に 進 み 、 ６ 月 ９ 日 上 川 保 健

所 で 行 わ れ た 表 彰 式 で 町 内 か ら 原 田 三

奈 さ ん 、 桜 ち ゃ ん 親 子 が 優 秀 賞 、 藤 倉

智 帆 さ ん と 聖 里 （ せ り ） ち ゃ ん 、 矢 部

美 香 さ ん と 恵 衣 〈 け い 〉 ち ゃ ん 親 子 が

と も に 奨 励 賞 を 受 賞 し ま し た 。

　 上 川 保 健 所 が 主 催 し て 行 っ た 今 年 の

「 親 と 子 の よ い 歯 の コ ン ク ー ル 」 上 川

保 健 所 地 方 大 会 で 、 町 内 か ら ３ 組 の 親

子 が 見 事 入 賞 し ま し た 。

　 健 康 で 良 い 歯 を 持 っ た 親 と 子 を 毎 年

表 彰 し て い ま す 。 今 年 は ３ 歳 児 歯 科 健

診 の 受 診 者 ３ ４ １ 人 を 対 象 に ４ 月 に 募

　 北 海 道 電 力 ㈱ （ 札

幌 、 川 合 克 彦 社 長 ）

は 忠 別 ダ ム 上 流 部 の

湧 駒 別 （ ユ コ マ ン ベ

ツ ） 川 、 ピ ウ ケ ナ イ

川 を 結 ん で 、 標 高 差

約 70 ㍍ を 利 用 し た 自

然 落 差 方 式 の 小 規 模

水 力 発 電 所 「 ユ コ マ

ン ベ ツ 発 電 所 」 （ 最

大 出 力 ６ ９ ０ ㌔ ㍗ ）

を 総 事 業 費 約 ７ 億 円 で 着 工 し ま し た 。

　 ６ 月 13 日 、 同 社 の 富 樫 泰 治 土 木 部 長 、

松 岡 市 郎 町 長 ら 工 事 関 係 者 約 60 人 が 出

席 し て 起 工 式 を 行 い 、 工 事 の 安 全 と 完

工 を 祈 願 し ま し た 。

　 江 卸 発 電 所 ＝ 最 大 出 力 １ 万 ３ 千 ８ ０

０ ㌔ ㍗ 、 １ ９ ４ ５ （ 昭 和 20 ） 年 運 転 開

始 ＝ で 利 用 し て い る 湧

駒 別 川 の 渓 流 取 水 設 備

を 利 用 し て 発 電 す る 小

規 模 水 力 発 電 で す 。

　 取 水 量 は 最 大 毎 秒

１ ・ ３ 立 方 ㍍ 。 既 設 取

水 路 を 利 用 し 、 水 槽 、

水 圧 管 路 、 発 電 所 、 放

水 路 を 新 設 し て 流 れ 込

み 式 設 備 を 新 設 し ま す 。

　 26 年 ６ 月 か ら 本 格 発

電 を 稼 動 開 始 す る 予 定 で す 。 発 電 能 力

は 町 内 約 ３ 千 ４ ０ ０ 世 帯 の １ 割 に 相 当

す る 約 ３ ４ ０ 世 帯 分 の 電 気 量 を 賄 う こ

と が 出 来 ま す 。 富 樫 部 長 は 「 貴 重 な 国

産 エ ネ ル ギ ー の 発 電 所 と し て 大 切 に 使

い た い 」 と 期 待 を 込 め て い ま す 。

「 Ｓ Ｅ Ａ Ｔ Ｏ  Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ ２ ０ １ ２ 」 に 42 人 出 場「 Ｓ Ｅ Ａ Ｔ Ｏ  Ｓ Ｕ Ｍ Ｍ Ｉ Ｔ ２ ０ １ ２ 」 に 42 人 出 場

小 学 校 建 て 替 え で 住 民 説 明 会小 学 校 建 て 替 え で 住 民 説 明 会
「 親 と 子 の よ い 歯 の コ ン ク ー ル 」 で 町 内 ３ 組 が 入 賞「 親 と 子 の よ い 歯 の コ ン ク ー ル 」 で 町 内 ３ 組 が 入 賞
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Ｊ Ａ 青 年 部 が 新 規 就 農 者 を 激 励Ｊ Ａ 青 年 部 が 新 規 就 農 者 を 激 励

　 農 家 と 消 費 者 が 直 接 結 び つ く 産 直 交

流 活 動 を し て き た さ っ ぽ ろ ビ ュ ー テ ィ

ー ヨ ガ 研 究 会 （ 江 連 征 子 さ ん 主 宰 ） の

一 行 が 今 年 で 交 流 25 周 年 を 迎 え 、 農 業

振 興 セ ン タ ー （ 西 ２ 号 北 18 ） の コ ー プ

の 家 で 訪 問 交 流 の 区 切 り を つ け る 最 後

の 産 地 交 流 を 行 い ま し た 。

　 ６ 月 ９ 日 、 同 研 究 会 の 会 員 家 族 約 40

人 が 来 町 。 30 区 の 佐 竹 良 洲 さ ん （ 64 ） 、

12 区 の 松 林 直 樹 さ ん （ 61 ） ２ 人 の ほ 場

を 見 学 し ま し た 。 佐 竹 さ ん 、 松 林 さ ん

２ 人 は 、 有 機 農 法 の 米 作 り で 、 安 全 で

お い し い 東 川 米 を 会 員 の 皆 さ ん に 直 接

届 け て き ま し た 。

 江 連 会 長 は 「 25 年 前 、 直 接 お

付 き 合 い し て く れ る 東 川 米 の 生

産 者 を 探 し て い る 中 で 松 岡 町 長

と の 出 会 い が あ っ た 。 分 か り や

す く 話 し て く れ た の を 昨 日 の よ

う に 思 い 出 し ま す 」 と 懐 か し く

振 り 返 り ま し た 。 山 田 孝 夫 元 町

長 、 当 初 交 流 実 現 に 奔 走 し た 役

場 、 農 協 の 当 時 の 担 当 職 員 だ っ

た 松 岡 市 郎 町 長 、 宮 崎 俊 章 東 川

町 農 協 参 事 ら 関 係 者 が 集 ま り ま

し た 。

 佐 竹 さ ん 、 松 林 さ ん は 、 お い

し い 東 川 米 を 引 き 続 き 皆 さ ん に

届 け ま す 。

　 本 州 北 部 の 標 高 ２ 千 メ ー ト ル 級 の 高

山 帯 で も 見 る こ と が で き る ミ ネ ザ ク ラ

（ 別 名 タ カ ネ ザ ク ラ ） の 変 種 ・ チ シ マ

ザ ク ラ で す 。 低 潅 木 の よ う に 低 く 枝 が

這 い 、 花 よ り 葉 が 先 に 大 き く な り ま す 。

そ の あ と を 追 い か け る よ う に 淡 い ピ ン

ク 色 の ５ 弁 の 花 が 慎 ま し や か に 咲 く の

が 特 徴 。 大 雪 山 は 急 ピ ッ チ で 夏 山 シ ー

ズ ン の 到 来 に 向 か っ て い ま す 。

　 旭 岳 温 泉 地 区 で 10 年 ぶ り に 日 本 一 遅

い 桜 の 花 見 が 復 活 し ま し た 。

　 旭 岳 ロ ー プ ウ ェ イ 山 麓 駅 の 駐 車 場 す

ぐ 脇 に あ る 散 策 道 入 り 口 。 ６ 月 19 日 、

温 泉 街 の ホ テ ル 、 ロ ー プ ウ エ ー 従 業 員

ら 約 20 人 が お 花 見 宴 会 を 開 き ま し た 。

16 、 17 日 の 開 花 ピ ー ク を す で に 過 ぎ て

い た も の の 、 ま も な く 初 夏 を 迎 え る 時

期 の 花 見 気 分 は ま た 格 別 。

　 ひ が し か わ 観 光 協 会

（ 浜 辺 啓 会 長 ） は ６ 月

11 日 、 役 場 で 「 地 域 資

源 を 活 （ い ） か し た Ｅ

Ｃ Ｏ ツ ー リ ズ ム と 写 真

に 関 す る シ ン ポ ジ ウ ム 」

を 開 き ま し た 。

 講 演 と パ ネ ル デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン の 司 会 進 行

役 に 岡 本 信 一 福 岡 大 学

法 学 部 教 授 が 来 町 し ま し た 。

 Ｅ Ｃ Ｏ 九 州 ツ ー リ ス ト 合 同 会 社 の 寺

崎 彰 代 表 は 九 州 中 央 山 地 地 域 の 観 光 活

性 化 の ツ ア ー 具 体 例 を 話 し ま し た 。 ま

た 環 境 省 北 海 道 地 方 環 境 事 務 所 東 川 町

自 然 保 護 官 事 務 所 の 佐 藤 一 交 レ ン ジ ャ

ー 、 町 内 で 体 験 観 光 コ ー デ

ィ ネ ー ト 事 業 を し て い る ア

グ リ テ ッ ク の 中 田 浩 康 さ ん 、

Ｎ Ｐ Ｏ ね お す の 小 林 峻 チ ー

フ コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 交 え

て ４ 人 で パ ネ ル 討 論 し ま し

た 。

 地 元 の 環 境 省 自 然 保 護 管

理 官 、 佐 藤 さ ん は ２ 年 後 に

完 成 を 計 画 し て い る 「 旭 岳

エ コ ツ ー リ ズ ム セ ン タ ー 」 （ 仮 称 ） の

建 設 コ ン セ プ ト を 交 え て 「 山 岳 系 エ コ

ツ ー リ ズ ム を 展 開 し た い 。 じ っ く り 参

加 で き 、 地 域 資 源 を 利 用 す る 循 環 型 観

光 の 拠 点 を 整 備 し た い 」 な ど と 話 し ま

し た 。

エ コ ツ ー リ ズ ム を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ムエ コ ツ ー リ ズ ム を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム

復 活 ！ 　 旭 岳 温 泉 で 日 本 一 遅 い 花 見復 活 ！ 　 旭 岳 温 泉 で 日 本 一 遅 い 花 見

　 ５ 月 26 、 27 の 両 日 、 東 川 町 で 「 第 17

回 全 国 小 さ く て も 輝 く 自 治 体 フ ォ ー ラ

ム 」 が 開 か れ ま し た 。

　 道 内 で の フ ォ ー ラ ム 開 催 は 初 め て 。

道 内 町 村 自 治 体 の 町 村 長 を 中 心 に 、 全

国 約 80 の 自 治 体 関 係 者 が 集 ま り ま し た 。

 ① 育 ち あ い を 活 （ い ） か す 自 治 体 づ

く り 〜 幼 保 一 元 化 の 教 育 ・ 保 育 の 事 例

発 表 ② 自 然 エ ネ ル ギ ー へ の 取 り 組 み ③

地 域 主 権 改 革 と 道 州 制 問 題 ④ 自 然 環 境

を 活 か す 自 治 体 づ く り ⑤ 農 業 振 興 と Ｔ

Ｐ Ｐ （ 環 太 平 洋 戦 略 的 経 済 連 携 協 定 ）

― の ５ 分 科 会 を 開 き 、 特 色 あ る 地 域 ・

自 治 体 づ く り の 必 要 性 を 確 認 。 参 加 者

一 同 で ア ピ ー ル を 採 択 し ま し た 。

　 昨 年 ３ 月 の 東 日 本 大 震 災 か ら 復 興 １

年 が 経 っ た 福 島 県 飯 舘 村 の 菅 野 典 雄 村

長 が 特 別 報 告 、 資 生 堂 名 誉 会 長 で 東 京

都 写 真 美 術 館 長 の 福 原 義 春 氏 が 記 念 講

演 を 行 い ま し た 。

 福 原 氏 は 「 内 か ら 輝 く 自 治 体 を つ く

る 」 と 題 し て 「 豊 か さ の 大 転 換 が 必 要 」

と 説 き 、 東 川 町 の 取 り 組 み を 「 写 真 の

町 を 世 界 的 に し て し ま っ た 。 10 年 後 に

世 界 的 に し 、 20 年 後 に 日 本 的 に な っ た 。

世 界 の 写 真 家 た ち が 『 フ ラ ン ス の ア ル

ル か 東 川 か 』 と 言 い 出 し た 。 こ れ は

『 北 海 道 に 行 く 』 の で は な く 『 北 海 道

の 東 川 に 行 く 』 と い う 時 代 に な っ て い

る こ と を 意 味 し て い る 」 な ど と 評 価 し

ま し た 。

ま す （ ３ カ 年 予 定 ） 。

　 事 務 所 は 役 場 １ 階 産 業 振 興 課 北 側 。

東 川 町 （ 松 岡 市 郎 町 長 ） 、 東 川 町 農 協

（ 板 谷 重 徳 組 合 長 ） 、 東 和 土 地 改 良 区

（ 林 次 男 理 事 長 ） 三 者 か ら 派 遣 職 員 各

1 人 、 臨 時 職 員 を 合 わ せ て ４ 人 体 制 で

す 。 「 大 雪 東 川 地 区 国 営 緊 急 農 地 再 編

整 備 事 業 促 進 期 成 会 」 （ 高 橋 昭 典 会 長 ）

の 方 と と も に 職 員 が 各 農 事 組 合 に 出 向

き 、 皆 さ ま の 要 望 を お 聞 き し て 事 業 を

進 め ま す 。

　 町 内 水 田 区 画 の 大 型 化 事 業 に 取 り 組

む た め 役 場 内 に 「 大 雪 東 川 地 区 推 進 セ

ン タ ー 」 （ 高 田 勉 セ ン タ ー 長 ）

の 事 務 所 が 開 設 し 、 ６ 月 12 日 事

務 所 入 り 口 に 看 板 を 設 置 し ま し

た 。

　 米 の 生 産 コ ス ト 削 減 を 図 る た

め 水 田 の 区 画 大 型 化 を 行 う 国 営

緊 急 農 地 再 編 整 備 の 事 業 実 施 採

択 に 向 け た 国 の 調 査 事 業 を 進 め

　 ６ 月 ８ 日 、 東 川 町 農

協 青 年 部 （ 宮 崎 充 嗣 部

長 ） が 主 催 し て 「 新 規

就 農 者 激 励 会 」 が 東 川

町 農 協 大 ホ ー ル で 開 き

ま し た 。

　 新 規 就 農 者 は 30 区 、

正 満 誠 さ ん （ 42 ） 、 ６

東 区 、 滝 本 旭 人 （ あ き

ひ と ） さ ん （ 29 ） 、 ５

北 区 、 金 森 文 俊 さ ん

（ 40 ） の ３ 人 。 こ の う

ち 正 満 さ ん 、 滝 本 さ ん の ２ 人 が 出 席 し

ま し た 。

　 正 満 さ ん は Ｕ タ ー ン ５ 年 目 。 ハ ウ ス

５ 棟 約 千 ４ ０ ０ 平 方

㍍ で サ ン チ ユ 、 パ セ

リ を 生 産 す る 野 菜 生

産 農 家 。 「 野 菜 を 中

心 と し た 農 業 で 成 長

で き る よ う 頑 張 り た

い 」 と 意 欲 い っ ぱ い 。

　 滝 本 さ ん は 約 12 ㌶

の 米 作 中 心 農 業 。 ２

年 前 か ら 後 継 者 と し

て 就 農 準 備 し て き ま

し た 。 農 業 機 械 の 整

備 は お 手 の も の 。 「 一 番 の 親 孝 行 だ と

思 っ て い る 」 と 担 い 手 と し て の 決 意 を

新 た に し ま し た 。

消 費 者 グ ル ー プ 、 江 連 さ ん 一 行 と 最 後 の 来 町 交 流消 費 者 グ ル ー プ 、 江 連 さ ん 一 行 と 最 後 の 来 町 交 流

「 全 国 小 さ く て も 輝 く 自 治 体 フ ォ ー ラ ム 」 、 東 川 で 道 内 初 開 催「 全 国 小 さ く て も 輝 く 自 治 体 フ ォ ー ラ ム 」 、 東 川 で 道 内 初 開 催

「 大 雪 東 川 地 区 推 進 セ ン タ ー 」 を 開 設 し ま し た「 大 雪 東 川 地 区 推 進 セ ン タ ー 」 を 開 設 し ま し た

松
岡
町
長
か
ら
金
の
ス
コ
ッ
プ
を
受
け
取
り
ま
し
た

〈
左
は
正
満
さ
ん
〉

乾
杯
の
音
頭
を
取
る
佐
竹
さ
ん（
コ
ー
プ
の
家
で
）
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知
る
講
演
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エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
正
し
く
知
る
講
演
会

　

６
月
13
日
、
町
は
役
場
で
東

川
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
（
会
長
・
松
岡
市
郎
町
長
）

を
開
き
、
昨
年
度
ま
で
３
年
間

実
施
し
た
町
内
公
共
交
通
実
証

実
験
の
結
果
を
報
告
、
新
た
な

改
善
点
の
検
討
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

町
内
の
公
共
交
通
輸
送
体
系

は
、
昨
年
度
ま
で
３
年
間
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
（
町
営
バ
ス
３
路
線
）
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
を
基
幹
に
運
行
を
し
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
間
町
営
バ
ス
は
①
北
忠
別
線
の
一
部

路
線
で
新
栄
団
地
内
を
巡
回
な
ど
②
東
忠
別

線
は
「
西
４
号
北
１
〜
４
」
の
路
線
重
複
部

を
見
直
し
、
第
三
地
区
の
住
宅
地
を
経
由
③

東
雲
・
上
岐
登
牛
線
は
、
「
キ
ト
ウ
シ
森
林

公
園
」
「
西
４
号
北
６
線
」
は
復
路
だ
け
停

車
す
る
―
な
ど
と
利
便
性
を
増
す
変
更
と
し

ま
し
た
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
年
間
利
用
者
数

が
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
る
た
め
、
今
後
現
在
バ

ス
利
用
者
が
少
な
い
便
か
ら
の
利
用
形
態
の

移
行
を
新
た
に
検
討
。
ま
た
町
営
バ
ス
の
一

部
東
神
楽
町
内
乗
り
入
れ
（
東
神
楽
町
営
バ

ス
は
一
部
東
川
町
内
を
経
由
し
て
相
互
乗
り

入
れ
）
を
進
め
る
た
め
、
東
神
楽
町
と
の
協

議
を
進
め
ま
す
。

　

旭
川
市
内
と
町
内
幹
線

を
結
ぶ
旭
川
電
気
軌
道
の

路
線
バ
ス
は
、
昨
年
11
月

か
ら
東
神
楽
、
東
川
両
町

を
相
互
に
経
由
す
る
運
行

ル
ー
ト
に
再
編
し
ま
し
た

（
67
番
、
76
番
）
。
Ｊ
Ｒ

旭
川
駅
〜
旭
岳
温
泉
間

（
天
人
峡
温
泉
）
直
行
便

路
線
バ
ス
の
「
い
で
湯
号
」
は
、
昨
年
7
月

か
ら
運
行
ル
ー
ト
を
「
旭
川
空
港
―
東
神
楽

町
経
由
」
に
変
更
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

観
光
客
が
利
用
し
や
す
い
運
行
ル
ー
ト
で
今

後
の
利
用
促
進
に
期
待
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

来
賓
で
訪
れ
た
坂
井
英
文
旭
川
東
警
察
署

長
は
「
高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し
、
そ
の
う

ち
歩
行
者
事
故
が
８
割
。
ま
た
交
差
点
で
自

動
車
と
自
転
車
の
事
故
が
増
え
て
い
る
」
と

高
齢
者
と
自
転
車
事
故
の
防
止
を
訴
え
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
東
川
小
学
校
６
年
、
早
川
昌
悟

君
と
東
川
中
学
校
３
年
の
及
川
り
こ
さ
ん
２

人
が
交
通
安
全
の
作
文
を
読
み
上
げ
、
西
区

行
政
区
の
沖
忠
平
会
長
が
交
通
安
全
宣
言
を

し
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
、
東
川
建
設
業
協
会
（
藤
田
裕

三
会
長
）
の
東
川
建
設
業
協
会
安
全
大
会
、

東
川
町
交
通
安
全
協
会
（
同
）
の
交
通
安
全

町
民
大
会
が
と
も
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

安
全
大
会
に
は
、
町
内
の
建
設
関
係
事
業

所
の
従
業
員
を
中
心
に
約
１
５
０
人
が
出
席
。

町
民
大
会
に
は
各
行
政
区
役
員
、
高
齢
者
団

体
関
係
者
、
交
通
安
全
指
導
員
ら
約
３
０
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
、
町
は
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
で
町
内
在
住
の
写
真
家
で
獣
医
師
の
竹
田

津
実
さ
ん
を
講
師
に
「
キ
タ
キ
ツ
ネ
と
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
講
演
会
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
キ
ツ
ネ
へ
の
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
虫
寄
生

率
は
50
％
を
越
え
て
増
加
し
て
い
る
」
「
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
虫
の
卵
を
含
ん
だ
キ
ツ
ネ
の

ふ
ん
の
と
こ
ろ
に
飼
い
犬
、
猫
が
近
づ
い
て

卵
を
体
毛
に
付
け
、
そ
の
ま
ま
人
間
の
も
と

に
戻
る
。
人
間
は
飼
い
犬
、
飼
い
猫
を
な
で

て
か
わ
い
が
り
、
手
や
指
か
ら
卵
が
感
染
す

る
」
な
ど
と
感
染
経
路
を
示
し
ま
し
た
。

　

町
は
昨
年
か
ら
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
と

し
て
、
虫
下
し
薬
を
魚
か
す
に
混
ぜ
て
え
さ

状
に
し
、
町
内
各
所
に
散
布
す
る
事
業
を
始

め
て
い
ま
す
。
竹
田
津
さ
ん
に
よ
る
と
、
３

年
目
か
ら
効
果
が
表
れ
る
調
査
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

東
川
の
公
共
交
通
、新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
話
し
合
い

東
川
の
公
共
交
通
、新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
話
し
合
い

交
通
事
故
絶
滅
目
指
し
て
交
通
安
全
大
会

交
通
事
故
絶
滅
目
指
し
て
交
通
安
全
大
会
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A word from another world
Travels
As a child, I would spend hours flipping through the colorful pages of travel books and 
adventure stories. Rarely taking the time to read the text, I preferred to feast my eyes on（※） 
the illustrations, imagining I was right there in them. I could stare into the sparkling blue 
vista of a sea illustration and within moments I could feel the sea foam tickling my toes. 

One of the most captivating images of my childhood was that of the geographical world. In 
my home, we had a large world map and a spinning globe. I loved to stare at the map and 
imagine life in exotic corners of the world. As I grew, these simple imaginings grew into a 
desire to travel.  Since my childhood, I have had the opportunity to travel to several regions 
of America and South Africa. 

July is a popular time to travel in the U.S. and I will carry on that tradition here in Japan. 
This month, two of my sisters and my brother-in-law will come to visit and travel with me. 
We will tour around Higashikawa for a couple days and then continue our adventures into 
Osaka, Kyoto and Tokyo.  I am excited to see traditional places of Japan and explore such 
cultural hubs. 

旅
　子供の時は、何時間も旅行ガイドや冒険ものの本のカラフルなページをめくって過ごし
たものです。文字はほとんど追わず、イラストを見て、そこにいる自分を空想して楽しみまし
た（※）。きらめく青い海の絵をじっと見つめると、次の瞬間には泡立つ波が自分の足もとをくすぐる感じがしました。
　子供のころ、一番引かれたものの中に地理の世界がありました。家には大きな世界地図と地球儀がありました。地図をじっ
とながめて、異国のどこかでの暮らしを夢みるのが大好きでした。長じて、こんな夢想が実際の旅への願望となりました。子
供の時から、米国や南アフリカのいくつかの地域に旅する機会がありました。
　米国では７月に旅をする人が多い。その伝統を日本でも引き継ごうと思います。今月、姉2人と義兄が来日する予定で、一緒
に旅行する予定です。数日は東川近辺を見て回り、そのまま大阪、京都、東京へと繰り出す予定です。日本でも伝統があり、
文化の中心地を探索することに期待が膨らんでいます。

（訳：宮地晶子）

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第88回

Ideas worth spreading（心揺さぶるメッセージ）

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
を
正
し
く
知
る
講
演
会

東
川
の
公
共
交
通
、新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
話
し
合
い

交
通
事
故
絶
滅
目
指
し
て
交
通
安
全
大
会

A word from another world

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　文中に※「feast my eyes 

on」という表現が出てきま

した。feastといえば「祝宴」

「ごちそう」という意味です

が、ここでは動詞で「（美し

いものを見て）目を楽しませ

る」という意味。他にも「目

が釘づけ」という表現もあり

ますが、こちらは英語では

釘ではなく「have　one’s 

eyes glued to 」（「glue＝

のりづけされる」）と言いま

す。

No.9

　ジル・ボルト・テイラー博士（米国インディアナ州イン
ディアナ医科大学神経解剖学者）をご存じですか。脳
神経科学の第一人者です。
　彼女は37歳の時大変な体験をしました。朝起きて異
変を感じ、徐々に体が動かなくなっていく…。左脳に大
量出血を起こしていたのです。右腕が動かなくなって、
その時初めて脳卒中だと自覚しました。
　「助けを求めよう」と思う一方で、「専門家として自分
が脳卒中を体験できるなんて、なんてクールなの！脳の
内側から研究できるわ！」と思う強い精神の持ち主です。
やっとの思いで助けを求めて大手術を受け、8年間に渡

るリハビリの末復活します。その体験をライブで語る映
像がインターネットで見られます。「TED―Ideas 
worth spreading (広める価値のあるアイデア)」という
サイトです。
　彼女が体験したのは、細かく指示を出してくる左脳
がまひしてしまい、右脳だけが働く状態。右脳は元々
「いま」「ここ」にしか関心がない。自他の区別もなくな
って、宇宙と一体化したような幸福感に見舞われる。そ
の話がとにかくおもしろく力強い。これをぜひ英語でみ
てください。
　この講演は記録的なアクセス数で、当時テイラー博
士は、米国の雑誌、タイム誌の「2008年世界で最も影
響力のある100人」に選ばれました。「TED」のすごい
ところは、グーグルの創業者、ハリーポッターの著者、
米国大統領など、強いメッセージを持ったありとあらゆ
る人々の映像を無料で見られることです。
　英語のスクリプト（原稿）もありますし、日本語訳が
ついているものもあります。ぜひ一度ご覧ください。
　書籍「My stroke of insight.（奇跡の脳）」が４月
に新潮社から文庫化（新潮文庫）され、気軽に読める
ようになりました。脳卒中の人の気持ちが詳しく書かれ
ています。解説は養老孟司氏と茂木健一郎氏です。

Karin Strom

カリン　ストロム
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と い い ま す 。

　 主 要 な 海 外 の ト マ ト は 糖 度 ４ 〜 ５

度 。 国 産 の 中 玉 土 耕 栽 培 ト マ ト は 糖

度 ５ 〜 ６ 度 。 と こ ろ が こ の ト マ ト は

糖 度 ８ 度 以 上 に な り ま す 。 そ の 代 わ

り 果 実 の 大 き さ は 普 通 ト マ ト の ３ 分

の １ 。 「 ２ ０ ０ グ ラ ム の と こ ろ 、 70

グ ラ ム に し か な ら な い 」 と い い ま す 。

　 「 関 東 で は 暑 過 ぎ て 作 れ

な い 。 そ れ で も や る な ら 高

冷 地 し か な い 。 徳 島 の 産 地

や 有 名 な 『 高 知 県 徳 谷 ト マ

ト 』 と い う 産 地 は 、 フ ル ー

ツ み た い な ト マ ト と し て 昔

か ら 有 名 な ん だ け れ ど 、 そ

こ に 視 察 に 行 っ た 時 『 夏 の

間 う ち に 出 荷 し て く れ 』 と

言 わ れ た よ 」 と 笑 い ま し た 。

「 大 学 の 先 生 や 他 府 県 か ら

い っ ぱ い 見 学 が 来 た 」 そ う

で す 。

　 「 高 糖 度 ト マ ト 」 と 呼 ぶ 栽 培 方 法

で フ ル ー ツ の よ う な 甘 さ の ト マ ト を

生 産 し て い ま す 。 極 意 は ス ト レ ス を

与 え る こ と 。 普 通 栽 培 と 品 種 は 変 わ

り ま せ ん 。

　 「 鉢 植 え 栽 培 と 塩 を 与 え る こ と 。

根 圏 （ こ ん け ん ） 制 限 し て 生 育 を 抑

え る と 、 育 ち が 小 さ い 分 甘 く な る 」

栽 培 講 習 で 何 回 か 来 た こ と が あ る ん

で す よ 。 だ か ら こ こ で ね ぎ を 作 る と

『 何 だ 、 た い し た こ と な い ね 』 な ん

て い わ れ ち ゃ い そ う で … 」 。

　 東 川 町 で 農 業 を 始 め る と 聞 い て 、

道 南 の 知 内 農 協 か ら は 「 ニ ラ を 作 る

な ら う ち に 来 て 」 、 東 旭 川 農 協 か ら

は 「 蕪 （ か ぶ ） だ け は 作 る な よ 」 な

ど と 誘 い が か か っ た り 、 く ぎ を 刺 さ

れ た り ― 。

　 こ の 地 に 決 め た の は 、 菱 山 さ ん が

旭 川 出 身 だ っ た こ と が 大 き な 決 め 手

に な っ た よ う で す 。◇

　 同 僚 だ っ た 菱 山 治 平 さ ん （ 65 ） と

共 同 経 営 を し て い ま す 。 頼 り に な る

相 棒 は 、 会 社 の 育 種 ブ リ ー ダ ー と し

て 研 究 一 筋 約 30 年 と い う キ ャ リ ア の

持 ち 主 。 し か も ト マ ト 育 種 の 専 任 研

究 員 で し た 。 果 菜 類 で 一 番 自 信 が あ

っ た の が ト マ ト だ っ た の で す 。 種 苗

会 社 で 長 年 培 っ た 専 門 知 識 の キ ャ リ

ア を 持 っ て い る い わ ば 農 業 の プ ロ パ

ー と い う わ け 。

　 上 野 さ ん 自 身 、 各 地 の 生 産 地 を 回

っ て 栽 培 講 習 の 指 導 を 毎 年 数 多 く し

て き ま し た 。 「 北 海 道 は 営 業 で 15 年

く ら い 回 っ て い た 。 東 川 に は ね ぎ の

今 、 生 き 生 き と

　 甘 さ た っ ぷ り の ト

マ ト が 国 内 市 場 で

年 々 人 気 を 増 し て い

ま す 。 「 フ ル ー ツ ト

マ ト 」 と 呼 ば れ る 生

産 を 町 内 で 初 め て 手

が け て ６ 年 目 。 少 し

ず つ 規 模 を 拡 大 し 、

生 産 農 家 は ３ 軒 に 増

え ま し た 。 新 た な ブ

ラ ン ド づ く り へ の 自

信 も 生 ま れ て き た よ

う 。 「 も っ と 生 産 量

が 増 え れ ば 産 地 と し

て の 発 言 力 も 高 ま る 」

と 生 産 農 家 の 拡 大 に

助 言 を 惜 し み ま せ ん 。

「 今 は 米 作 り の ほ う

が 収 入 安 定 し て い る

け れ ど 、 将 来 は 必 ず

変 わ る 」 と Ｔ Ｐ Ｐ

（ 環 太 平 洋 戦 略 的 経

済 連 携 協 定 ） 後 の 農

業 再 編 を 見 据 え て い

ま す 。

5656 農 業 　 上 野 　 修 （ う え の お さ む ） さ ん

上
野

 修
さ
ん
／
東
雲

東
京
都
出
身
、5
6歳
。日
本
大
学
農
学
部
卒
業
。果
菜
類
の
種
子
開
発
が
特
に
充

実
し
て
い
る
国
内
中
堅
の
種
苗
会
社
、武
蔵
野
種
苗
園（
東
京
）を
早
期
退
職
し
、

会
社
時
代
の
同
僚
、菱
山
治
平
さ
ん（
65
）＝
旭
川
市
内
在
住
＝
と
2人
で
、6
年

前
ト
マ
ト
専
業
農
家
と
し
て
新
規
就
農
。特
徴
的
な
の
は「
高
糖
度
栽
培
」と
呼

ば
れ
る
栽
培
手
法
。「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
」と
し
て
販
売
を
始
め
、新
た
な
東
川
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
年
々
評
価
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。道
立
上
川
農
業
試
験
場

（
比
布
）、
拓
殖
大
学
北
海
道
短
大（
深
川
）と
の
産
学
連
携
事
業
。4
00
坪（
１
坪

3.
3平
方
㍍
）の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
4棟
か
ら
始
め
、今
年
は
ハ
ウ
ス
9棟
（
10
0坪

タ
イ
プ
5棟
、1
50
坪
タ
イ
プ
４
棟
）ま
で
規
模
拡
大
。そ
の
う
ち
4棟
、約
40
0坪

（
約
1,
30
0平
方
㍍
）で
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
ま
す
。東
川
町
農
協
蔬

菜（
そ
さ
い
）生
産
研
究
会
ト
マ
ト
部
会
長
。

▲
こ
ち
ら
通
常
型
の
ハ
ウ
ス
栽
培
ト
マ
ト

▲ 共 同 経 営 の パ ー ト ナ ー 、 菱 山 さ ん

▼
こ
れ
が
高
糖
度
ト
マ
ト
栽
培
の
秘
密
（
鉢
植
え
で
根
の
成
長
を
制
限
し
て
い
ま
す
）

17
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野
口
雨
情
と
い
う
名
前
は
わ
れ
わ
れ
の
世
代

な
ら
必
ず
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
忘
れ
て
い
て

も
「
十
五
夜
お
月
さ
ん
」
「
七
つ
の
子
」
「
シ

ャ
ボ
ン
玉
」
な
ど
、
童
謡
の
作
詞
者
と
い
え
ば

思
い
出
す
。
そ
の
お
孫
さ
ん
で
あ
る
不
二
子
さ

ん
が
今
月
、
旭
岳
の
山
開
き
に
合
わ
せ
て
、
仲

間
の
方
々
と
と
も
に
旭
岳
温
泉
ま
で
来
ら
れ
た
。

茨
城
県
か
ら
雨
情
の
足
跡
を
追
っ
て
来
ら
れ
た

の
だ
。

　

い
た
だ
い
た
資
料
に
よ
る
と
、
雨
情
は
１
９

０
４
（
明
治
37
）
年
、
22
歳
で
高
塩
廣
（
ひ
ろ
）

さ
ん
と
結
婚
。
2
児
を
も
う
け
た
が
、
１
９
１

５
（
大
正
４
）
年
に
協
議
離
婚
し
、
１
９
１
８

（
同
７
）
年
に
中
里
つ
る
と
い
う
女
性
と
再
婚

し
て
い
る
。

　

不
二
子
さ
ん
は
、
有
名
な
童
謡
「
七
つ
の
子
」

の
中
に
出
て
く
る
「
可
愛
い
七
つ
の　

子
が
あ

る
か
ら
よ
」
の
「
七
つ
」
と
い
う
の
は
、
「
カ

ラ
ス
の
子
が
七
羽
」
で
は
な
く
、
別
れ
た
妻
と

の
間
に
で
き
た
長
男
雅
夫
（
不
二
子
さ
ん
の
父
、

当
時
７
歳
）
を
思
っ
て
の
歌
で
あ
る
、
と
話
し

て
お
ら
れ
た
。
改
め
て
詩
を
見
る
と

烏 

な
ぜ
泣
く
の　

烏
は
山
に　

可
愛
（
か

わ
い
）
い
七
つ
の　
　

子
が
あ
る
か
ら
よ

可
愛　

可
愛
と　

烏
は
啼
（
な
）
く
の　

可

愛　

可
愛
と　

啼
く
ん
だ
よ

山
の
古
巣
へ　

行
つ
て
見
て
御
覧
（
ご
ら
ん
）

　

丸
い
眼
を
し
た　

い
い
子
だ
よ

　

そ
う
い
え
ば
、
よ
く
「
お
歳
は
い
く
つ
？
」

と
い
う
表
現
で
小
さ
な
子
供
に
年
齢
を
聞
く
と
、

子
供
は
「
３
つ
」
と
か
「
○
つ
」
と
答
え
る
。

そ
れ
で
は
「
烏
」
と
は
誰
か
。
そ
れ
は
当
時
、

あ
ち
こ
ち
を
転
々
と
し
て
い
た
雨
情
自
身
を

「
旅
烏
」
に
か
け
て
「
烏
」
と
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
妻
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
廣
さ
ん
を
指

し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
勝
手
に
推
測

す
る
。
こ
う
考
え
て
読
ん
で
み
る
と
か
わ
い
い

子
を
思
う
親
の
気
持
ち
が
分
か
る
。

　

雨
情
は
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
７
月
31

日
付
け
で
、
別
れ
た
妻
廣
さ
ん
あ
て
に
、
旭
川

か
ら
茨
城
に
葉
書
を
出
し
て
い
た
。
不
二
子
さ

ん
は
今
回
、
そ
の
葉
書
を
持
参
さ
れ
た
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
で
津
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
必

死
に
守
っ
た
保
存
資
料
の
中
か
ら
偶
然
に
発
見

し
た
そ
う
で
あ
る
。

　

葉
書
か
ら
は
、
廣
さ
ん
と
長
男
雅
夫
と
３
人

一
緒
に
住
ん
だ
旭
川
で
の
暮
ら
し
を
し
の
ん
で

い
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
書
き
残
さ
れ
た

も
の
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
物
語
が
あ
り
、
そ
の
文

字
、
文
章
は
当
時
の
心
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
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文
字
か
ら
学
ぶ
詩
人
、
野
口
雨
情
の
心
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　あたらしいクラスになった先生は「けんか
もいっぱいして、なかよしの３年１組にしよう
な」と言いました。係を決めるとき、和人は自
分でかんがえて、黒板に「けんかとめ係り」と
書きました。ところが先生は「けんかはとめる
ものではないぞ。しっかりとやらせるものだろ
う」と言うのです。よくわからないと思いつつ、
和人はけんかとめの「とめ」を取って「けんか
係」になるのですが…。

　テキサスの田舎町で暮らしたジャックは、
信仰に厚く男が成功するには力が必要だと
信じる厳格な父と、わが子に無償の愛を注ぐ
母との間で育った。やがて純真さを失い、そ
んな自分に傷ついていく。仕事に成功した今
も幼いころに弟を亡くした、という子供時代
のトラウマに囚われていた。時が経っても痛
みを伴う回想の中で、心の平安を取り戻すこ
とはできるのだろうか。（138分）

　お菓子博士の異名を持つ著者が全道各地か
ら選んだ北海道の代表的なスイーツ58品。「旭
豆」「きびだんご」「山親父」「古谷のキャラメル」
「バナナ焼き」など、明治、大正、昭和の時代、
子供の時に大好きだった懐かしい響きのお菓子
の名前と写真がずらり。誕生ドラマから味の秘密
までを解き明かします。読めばきっと食べたくな
ります。お菓子が物語る北海道の歴史、あなたは
どれくらい北海道のお菓子を知っていますか？

ツ
リ
ー
･
オ
ブ
･
ライ
フ

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン

ほっかい
ど
う
お
菓
子

グ
ラフィティ
ー（
一
般
書
）

塚
田
敏
信
／
著
、亜
璃
西
社
／
刊

け
ん
かに
か
ん
ぱい
！（
児
童
書
）

宮
川
ひ
ろ
／
著

童
心
社
／
刊

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
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「花のリレー」の季節になりました
　旭岳は北海道最高峰として知られる一方で、本格的
な登山をしない人でもロープウェーを利用して高山植
物が見られる山として人気です。この季節、多くの人
が姿見の池や夫婦池周辺に広がるお花畑に感動してい
ます。
　大雪山の花の季節は短いですが、高山植物は種類に
よって少しずつ開花時期が違い、その順番は毎年ほと
んど変わりません。
　６月の姿見平では、例年展望台周辺など雪融けが早
い場所で「ミネズオウ」「メアカンキンバイ」がいち
早く開花します。また「キバナシャクナゲ」や「ジム
カデ」は、つぼみを持ったまま越冬し、雪融けから短
期間で開花します。
　白い花が人気の「チングルマ」は、周囲より融雪が
遅い場所に生育します。遅い雪融けから15-～20日以上
かけて若葉とつぼみを伸ばし、例年７月上旬に花数が

薄
暑
な
り
深
き
絆
の
里
に
住
む

天
体
の
不
思
議
な
闇
よ
夏
の
朝

新
緑
や
カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
宗
次
郎

高
枝
の
届
か
ぬ
夢
か
さ
く
ら
ん
ぼ

父
の
日
の
父
が
も
て
な
す
イ
タ
リ
ア
ン

短
夜
や
指
揮
の
い
ら
な
い
大
合
唱

父
の
日
や
昭
和
を
生
き
し
亡
父
し
の
ぶ

父
の
日
の
願
ひ
は
皆
の
そ
ろ
い
顔

君
生
れ
し
日
は
さ
く
ら
ん
ぼ
の
実
る
頃

手
に
穂
草
ふ
れ
て
聲
な
き
父
の
日
は

石
楠
花
の
う
す
き
花
び
ら
濡
ら
す
雨

目
で
も
の
を
言
い
返
す
子
や
夏
薊

重
な
り
て
紫
陽
花
の
か
げ
踏
み
過
ぎ
ぬ

父
の
日
や
一
言
添
え
て
ゆ
う
パ
ッ
ク

父
の
日
の
ふ
る
さ
と
の
風
ニ
ッ
カ
黒

見
上
げ
て
は
帽
子
で
受
け
し
さ
く
ら
ん
ぼ

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
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だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

増えます。
　「コガネギク」や「エゾ
オヤマリンドウ」は、数十
日かけて草丈が伸び、盛夏
から初秋の７、８月の時期
に開花します。
　もしこのような「花のリ
レー」がなく、同時に咲い
てしまったら？　花粉を運
ぶ昆虫の数が足りず、種子
ができないかもしれません

ね。昆虫にとっても、花の蜜を得られる期間が短過ぎ
て困りそうです。人の目に美しい「花のリレー」は、
他の生き物にとっても重要なものに思えます。
　大雪山では、訪れる人も稀だった昔から、さまざま
な個性を持つ動植物が生き続けてきました。現在は交
通手段も整備され、山の美しさを体験しやすい時代で
す。
　その一方で温暖化や外来生物、過剰利用など、人の
生み出したさまざまな問題で高山の生態系に及ぼす影
響も心配されています。単純な解決方法はありません
が、目の前の自然をよく見ることは「この先やること、
やらないこと」を選ぶために大切だと思っています。

旭岳ビジターセンター　田  上  千  尋

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

今
年
の
姿
見
の
池
や
夫
婦
池
周
辺
は
例
年
よ
り
雪
融
け
が
早
く
、
昨
年
は
６
月
半
ば
に
見
ら
れ
た
風
景
も

今
年
は
６
月
初
め
で
し
た
。
さ
て
７
月
は
？
（
昨
年
７
月
７
日
の
鏡
池
）
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大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
費（
税
金
50
％
）

（
国
25
％
、道
12
.5
％
、広
域
連
合
12
.5
％
）

第
1号
被
保
険
者
の

保
険
料（
21
％
）

第
2号
被
保
険
者
の

保
険
料（
29
％
）

所
得
割
（
%
）

7.
7（
8.
4）

2.
1（
2.
2）

1.
6（
1.
7）

資
産
割
（
%
）

20
.0（
20
.0
）

8.
0（
8.
0）

4.
3（
4.
3）

均
等
割
（
円
）

（
１
人
当
た
り
）

24
,0
00
（
26
,0
00
）

6,
70
0（
7,
00
0）

7,
00
0（
7,
20
0）

7
割
軽
減
額

7,
20
0（
7,
80
0）

2,
01
0（
2,
10
0）

2,
10
0（
2,
16
0）

5
割
軽
減
額

※
3

12
,0
00
（
13
,0
00
）

3,
35
0（
3,
50
0）

3,
50
0（
3,
60
0）

2
割
軽
減
額

19
,2
00
（
20
,8
00
）

5,
36
0（
5,
60
0）

5,
60
0（
5,
76
0）

平
等
割
（
円
）

（
世
帯
当
た
り
）

38
,0
00
（
38
,0
00
）

10
,8
00
（
10
,8
00
）

9,
80
0（
9,
80
0）

7
割
軽
減
額

11
,4
00
（
11
,4
00
）

3,
24
0（
3,
24
0）

2,
94
0（
2,
94
0）

5
割
軽
減
額

※
3

19
,0
00
（
19
,0
00
）

5,
40
0（
5,
40
0）

4,
90
0（
4,
90
0）

2
割
軽
減
額

30
,4
00
（
30
,4
00
）

8,
64
0（
8,
64
0）

7,
84
0（
7,
84
0）

51
0,
00
0（
51
0,
00
0）

賦
課
限
度
額（
円
）

14
0,
00
0（
14
0,
00
0）

12
0,
00
0（
12
0,
00
0）

医
　
療
　
分

支
援
金
分
　
※
１

介
護
分
　
※
２

基
準
額
×0
.7
0

42
,8
40

第
３
段
階

（
新
）

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収

入
額
の
合
計
が
80
万
円
を
超
え
、1
20
万
円
以
下
の
方

基
準
額

61
,2
00

第
６
段
階

（
基
準
）

住
民
税
課
税
世
帯
で
、本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
り
、前
年

の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計
額
が
80
万
円
を

超
え
る
方

45
,9
00

基
準
額
×0
.7
5

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収

入
額
の
合
計
が
12
0万
円
を
超
え
る
方

第
４
段
階

基
準
額
×0
.4
6

28
,1
50

生
活
保
護
の
受
給
者
、老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方

第
１
段
階

基
準
額
×0
.4
6

28
,1
50

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収

入
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
方

第
２
段
階

53
,8
50

基
準
額
×0
.8
8

住
民
税
課
税
世
帯
で
、本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
り
、前
年

の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入
額
の
合
計
が
80
万
円
以
下

の
方

第
５
段
階

基
準
額
×1
.2
5

76
,5
00

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
19
0万
円

未
満
の
方

第
７
段
階

第
10
段
階

（
新
）

基
準
額
×2
.0
0

12
2,
40
0

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
60
0万
円

以
上
の
方

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
19
0万
円

以
上
40
0万
円
未
満
の
方

基
準
額
×1
.5
0

91
,8
00

第
８
段
階

本
人
が
住
民
税
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
40
0万
円

以
上
60
0万
円
未
満
の
方

基
準
額
×1
.7
5

10
7,
10
0

第
９
段
階

対
　
象
　
者

区
分

算
定
方
法

保
険
料
額

（
円
）

65
歳
以
上
の
方
の
年
額
保
険
料（

24
～
26
年
度
、第

1号
被
保
険
者
）

▲

保
険
料
の
納
め
方

①
【
特
別
徴
収
】
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
　
老
齢
年
金
、
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額
15

,0
00
円
）
以
上
の
方
は
、
２
カ
月
お

　
　
き
（
２
月
、
４
月
、
６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
）
に
支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
、
支
払
い
ご
と
に
２
カ
月
分
の
保

　
　
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。
老
齢
福
祉
年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
【
普
通
徴
収
】
（
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関
等
へ
の
納
付
）

　
　
大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
し
た
が
っ
て
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

③
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
保
険
料
（
第
２
号
被
保
険
者
）

　
　
医
療
保
険
の
保
険
料
と
し
て
一
括
徴
収
し
ま
す
。
保
険
料
の
計
算
方
法
、
額
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

ア
．
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

・
給
料
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

・
医
療
保
険
の
保
険
料
と
同
様
に
事
業
主
が
半
分
負
担

　
し
ま
す

・
被
扶
養
者
は
直
接
の
保
険
料
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
改
定
の
お
知
ら
せ

１
．国
民
健
康
保
険
料
率

　
こ
の
ほ
ど
開
い
た
広
域
連
合
議
会
で
24
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
医
療
費
の
動
向
や
保
険
財
政

の
安
定
化
等
を
も
と
に
十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
保
険
料
率
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

24
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
表

※
１
　
74
歳
以
下
の
人
が
納
め
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
必
要
な
総
医
療
費
の
一
部
負
担
分

※
２
　
40
～
64
歳
の
人
（
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保
険
者
）
が
納
め
る
介
護
保
険
料
相
当
分

※
３
　
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
額
に
満
た
な
い
世
帯
は
、
均
等
割
と
平
等
割
の
軽
減
を
適
用

２
．介
護
保
険
料

　
費
用
の
財
源
は
、
65
歳
以
上
の
方
の
第
１
号
被
保
険
者
、
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
第
２
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ま

か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
、
公
費
（
税
金
）
で
す
。
そ
の
負
担
割
合
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
事

業
計
画
で
見
込
ま
れ
て
い
る
大
雪
地
区
広
域
連
合
全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
（
費
用
）
に
基
づ
い
て
計
算
し
て
お
り
、

24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
３
年
間
の
保
険
料
の
基
準
額
（
年
額
）
は
、
61
,2
00
円
（
月
額
5,
10

0円
）
で
す
。

大
雪
地
区
広
域
連
合
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
（
全
体
10
0％
）

（
　
）内
は
前
年
度

イ
．
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合

・
所
得
、
資
産
等
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す

・
保
険
料
と
同
額
の
国
庫
負
担
が
あ
り
ま
す

・
世
帯
単
位
で
算
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
世
帯
員
の
分
も

　
世
帯
主
が
負
担
し
ま
す

21
20

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
01

2 
 Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
01

2 
 Ju

ly



▼ 保険料に関するお問い合わせ 

▼

大雪地区広域連合国民健康保険対策室、介護保険対策室
☎（直通）82－3697

▼ 納付相談窓口 

▼

役場税務課税務収納室　　☎82－2111（内線121）

2 割 軽 減額

8.5割軽減額

9 割 軽減額

均 等 割（ 円 ）、（ 　 ）は 軽 減 基 準 所 得

所 得 割 （ % ）

賦 課 限 度 額（ 円 ）

5 割 軽減額

（33万円+35万円×世帯の被保険者数）

（33万円）

（33万円かつ被保険者全員が年金収入80万円以下で他の所得がない）

（33万円+（24万5千円×世帯主以外の被保険者数））※4

47,709

10.61

4,770

7,156

23,854

38,167

550,000

７月31日（火）
８月31日（金）
10月１日（月）
10月31日（水）
11月30日（金）
12月28日（金）

25年１月31日（木）

納期限
第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

※4　単身世帯の方は該当しません。

大雪地区広域連合からのお知らせ

３．後期高齢者医療保険料
　被保険者全員が負担する「均等割」と前年の所得に応じて負担する「所得割」の合計額です。7月中
旬に24年度保険料額決定通知書及び納付通知書（普通徴収）、特別徴収開始通知書を送付します。

24年度後期高齢者医療保険料率表

4．納付方法の変更
　国民健康保険料、後期高齢者医療保険料は、現在年金からのお支払い（特別徴収）となっている方、

または特別徴収開始通知書によって10月以降特別徴収となる方は、お支払い方法を口座振替に切り替
えることができます。

　10月以降の特別徴収分を口座振替に切り替えご希望の場合は、「7月31日（火）まで」に役場の国保
担当窓口（または収納担当窓口）で納付方法の変更の申し出手続きを行ってください。

●手続きに必要なもの

　本人の保険証、振替口座の預金通帳、通帳のお届け印

　※介護保険料は納付方法の変更をできませんのでご注意ください。

5．保険料の納期限
　国民健康保険料（普通徴収）、介護保険料（普通徴収）、後期高齢者

医療保険料（普通徴収）の納期限は次のとおりです。納期限を過ぎます

と延滞金が徴収される場合がありますのでご注意願います。期限内の納

付が難しい場合は分割納付などの制度もあります。役場の納付相談窓口

でご相談ください。
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

て
い
ま
す
が
、

本
町
は
当
分
の

間
見
送
り
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

納
税
に
は
便
利
な

口
座
振
替
を

　

預
金
口
座
か
ら

納
期
限
の
日
に
町

税
を
自
動
的
に
振

替
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
預

貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
が
手
続
き
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

納
入
通
知
書
、
預

貯
金
通
帳
、
銀
行

印
を
持
参
の
上
、

納
期
限
15
日
前
ま

で
に
手
続
き
願
い
ま
す
（
郵
便
局
は
20

日
前
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
）
。

　

軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
、
二
輪
、
農

　

耕
作
業
車
等
）
を
所
有
し
て
い
る
方

　

が
納
め
る
税
金

　

身
体
障
が
い
者
等
減
免
措
置

　

身
体
障
が
い
者
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
軽
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
も
の
は
減
免
措
置
と

な
り
ま
す
（
生
計
を
同
一
に
す
る

方
が
所
有
す
る
車
両
も
適
用
対

象
）
。

　

減
免
を
受
け
る
に
は
7
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　

年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を
確
認

し
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

公
的
年
金
等
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

（
東
川
町
は
当
分
の
間
見
送
り
）

　

老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
方
か
ら
、
個
人
住
民

税
を
特
別
徴
収
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
収
納
室
。
課

税
に
関
す
る
こ
と
は
☎
（
内
線
１
２
３
、

１
２
４
）
、
納
付
に
関
す
る
こ
と
は
☎

（
内
線
１
２
１
）

町
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し

た（
住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動

車
税
）

　

24
年
度
の
町
税
納
税
通
知
書
を
７
月

１
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

〈
住
民
税
〉　

毎
年
１
月
１
日
現
在
に

　

居
住
す
る
市
町
村
に
、
前
年
の
所
得

　

を
も
と
に
算
出
さ
れ
た
税
額
を
納
め

　

る
税
金

〈
固
定
資
産
税
〉　

毎
年
１
月
１
日
に

　

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し

　

て
い
る
方
が
固
定
資
産
の
価
格
を
も

　

と
に
算
定
さ
れ
た
税
額
を
所
在
市
町

　

村
に
納
め
る
税
金

〈
軽
自
動
車
税
〉　

毎
年
４
月
１
日
現

　

在
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
動
車
、

　

口
座
振
替
受
け
付
け

「
役
場
税
務
課
」
「
東
川
町
農
業

協
同
組
合
」
「
北
央
信
用
組
合
東

川
支
店
」
「
北
海
道
銀
行
豊
岡
支

店
」
「
北
洋
銀
行
旭
川
中
央
支
店
」

「
北
陸
銀
行
旭
川
支
店
」
「
東
川

町
内
の
各
郵
便
局
」

　

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

「
東
川
町
農
業
協
同
組
合
」
「
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
」
「
北
央

信
用
組
合
」
「
北
海
道
銀
行
」

「
北
洋
銀
行
」
「
北
陸
銀
行
」
の

道
内
の
各
店
舗

納
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　

何
ら
か
の
事
情
で
納
期
ご
と
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
７
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
必
ず
納
税
相
談
を
し
て

く
だ
さ
い
。
納
税
猶
予
、
分
割
納
付

（
原
則
は
口
座
振
替
）
や
事
情
に
よ
っ

て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
税
務
課
税
務
収
納
室
収
納
担
当
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

延
滞
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す

　

税
（
料
）
金
が
納
期
限
後
に
納
付
さ

れ
た
場
合
に
、
そ
の
納
期
限
の
翌
日
か

ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
延
滞
金
を
徴
収
し
て
い
ま
す
の
で
、

納
期
限
内
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

7月の行事

　
（前月比－
（前月比－
（前月比＋
（前月比＋

　
7,898人
3,747人
4,151人
3,378戸

3人
9人

31人
27人

　
2人）
5人）
3人）
8戸）

人口・世帯数　5月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

第34回町民体育祭（前９時、町民グラウンド）
戦没者慰霊祭、音楽行進（前10時、役場前）
東川町戦没者ならびに開拓功労者慰霊追悼式
（前11時、平和と開拓の碑前）
中国人強制連行殉難烈士慰霊祭（後2時、東14
号墓地）

写真甲子園2012開幕（後4時、農村環境改善セ
ンター）＝27日まで
国際写真フェスティバル、どんとこい祭り開幕、音楽
行進（正午、1丁目通りなど）＝29日まで
写真の町東川賞授賞式（後２時、農村環境改善セ
ンター）

1日㈰
7日㈯

24日㈫

28日㈯

人のうごき　5月16日～6月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
行政区　
29区

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
早勢　正人　　　鈴木　和香子

　

78歳
64歳
87歳
78歳
62歳
80歳
69歳
84歳
84歳
87歳

　
歳

　
行政区
34区
33区
東町2丁目
29区
南町1丁目
12区
13北区
22区
北町3丁目
東町3丁目

届出人
北野　美智子
宮崎　美智子
川上　守
宮下　和子
大村　麻衣子
山中　とみ子
中西　義勝
紙谷　勝彦
海藤　正幸
松倉　典之

おくやみ
亡き人
北野　修
宮崎　正雄
川上　忠
宮下　三雄
大村　洋子
山中　章
中西　信子
紙谷　勝男
海　　　勝
松倉　忠敬

第１期　　 月　 日（火）
第２期　　 月　 日（月）
第３期　　 月　 日（金）
第４期　　 月　 日（木）

7
10
11
1

31
1
30
31

町・道民税、固定資産税、軽自動車税
町・道民税、固定資産税
町・道民税、固定資産税
町・道民税、固定資産税

納入期限

くらし
・

ネットワーク

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

　
父

茂

剛史

剛史

克守

雄介

直巳

　
母

孟琪

昌子

昌子

さとみ

厚子

美和

　
行政区

32区
26区
26区
南町3丁目
5北区
11区

お 誕 生
生まれた子

阿部　翔太

大石　紗瑛

大石　佳瑛

竹中　煌晴

豊口　こなつ

植田　翔太

  あ  べ　  しょうた

おおいし　  さ  え

おおいし　  か  え

たけなか　 きらは

とよぐち

 うえだ　  しょうた
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都
市
建
設
課

工
事
・
委
託
の
入
札
結
果

工
事
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5月
11
日

第
三
地
区
小
公
園
整
備
工
事

藤
田
建
設
工
業
㈱

16
,2
75

指
名
競
争
入
札

5月
30
日

上
岐
登
牛
道
路
改
良
工
事

花
本
建
設
㈱

17
,1
15

〃

入
札
日

設
　
備
　
名
　
等

請
負
業
者

請
負
価
格

（
税
込
み
、千
円
）

契
約
方
法
等

７
月
　
24
日
(火
)、
26
日
(木
)、

　
27
日
(金
)、
31
日
(火
) 

８
月
　
２
日
(木
)、
３
日
(金
)

町
立
診
療
所

13
：
00
～
16
：
30

３
種
混
合
予
防
接
種
４
回
＝
第
１
期
初
回

（
３
回
）、
１
期
追
加
接
種（
１
回
）＝
の
う
ち

３
回
以
上
実
施
し
て
い
る
児
童

　
２
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
、破
傷
風
）の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。乳
幼
児
期
に
３
種
混
合
予
防
接
種
で
得
た
免
疫
の
低
下
を
防
ぎ
免
疫
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
指
導
室（
☎
内
線
50
5～
50
7）

場
所

実
施

日
対

象
者

時
間

２
種
混
合
予
防
接
種
（
小
学
校
６
年
生
）
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課

移
動
献
血
車
が
来
町
し
ま
す

次
の
日
程
で
移
動
献
血
車
が
来
町
し
ま
す
。

実
施

日
時

間
場

所

9：
30
～
12
：
00

13
：
00
～
15
：
20

15
：
30
～
16
：
30

JA
東
川
事
務
所
前

役
場
庁
舎
前

東
川
養
護
学
校
前

7月
25
日

（
水
）

保
健
福
祉
課

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

稚 園 教 諭 の 有 資 格 者 、 ま た は ２

０ １ ２ （ 同 25 ） 年 ４ 月 ま で に 取

得 見 込 み の 方

受 け 付 け 　 ７ 月 ２ 日 （ 月 ） か ら ８

　 月 ３ 日 （ 金 ） ま で

試 験 日 　 ９ 月 16 日 （ 日 ）

試 験 場 　  旭 川 大 学

申 し 込 み 書 　 配 布 は ７ 月 ２ 日 （ 月 ）

　 以 降 、 上 川 管 内 の 各 町 村 役 場 、

　 各 消 防 署 支 署 、 上 川 支 庁 管 内 町

　 村 会 事 務 局

2
5 年 度 上 川 管 内 町 村 職 員 の 採 用

資 格 試 験 説 明 会 を 開 き ま す

　 25 年 度 上 川 管 内 町 村 職 員 採 用 資

格 試 験 ＝ ９ 月 16 日 （ 日 ） ＝ の 資 格

試 験 説 明 会 を 開 催 し ま す 。

日 時 　 ７ 月 ７ 日 （ 土 ） 午 後 ２ 時

場 所 　 上 川 合 同 庁 舎 講 堂 （ ３ 階 ）

　 旭 川 市 永 山 ６ 条 19 丁 目

対 象 　 町 村 役 場 の 仕 事 に 興 味 の あ

　 る 方 、 学 校 の 進 路 指 導 関 係 者 等

お 問 い 合 わ せ 　 上 川 町 村 会 事 務 局

　 ☎ 46 ― ４ ９ ７ ０

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と と 申 請 の お 問 い 合 わ

せ は 社 会 福 祉 室 ☎ （ 内 線 ５ ０ ２ 、

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 （ 内 線 ５ ０ ４ 〜 ５ ０ ７ ） 、

高 齢 者 介 護 は 地 域 包 括 支 援 セ ン タ

ー （ 内 線 ５ ０ ８ 、 ５ ０ ９ ）

▼ 全 額 免 除

　 免 除 期 間 は 年 金 額 を 算 出 す る 際

の 受 給 資 格 期 間 と し て 計 算 さ れ ま

す 。 し か し 年 金 額 は 全 額 納 付 に 比

べ ２ 分 の １ で す （ 平 成 21 年 ４ 月 以

降 の 保 険 料 免 除 期 間 が 対 象 ） 。

▼ 一 部 免 除 （ 一 部 納 付 ）

　 「 ４ 分 の １ 納 付 」 「 ２ 分 の １ 納

付 」 「 ４ 分 の ３ 納 付 」 と ３ 段 階 。

申 請 者 、 申 請 者 の 配 偶 者 、 世 帯 主

の 前 年 所 得 に よ っ て 全 額 免 除 、 ま

た は 一 部 免 除 を 判 定 し ま す 。

　 審 査 、 段 階 決 定 後 は 、 段 階 別 の

保 険 料 を 納 付 し ま す 。 納 付 し な い

場 合 「 未 納 期 間 」 と な り 、 資 格 期

間 や 年 金 額 に 反 映 さ れ な く な り ま

す 。
▼ 若 年 者 納 付 猶 予 度

　 一 定 以 上 の 所 得 の あ る 世 帯 主 と

同 居 し て い る 30 歳 未 満 の 申 請 者 本

人 、 配 偶 者 の み の 前 年 所 得 を 基 に

審 査 を 行 い ま す 。

▼ 失 業 に よ る 特 例 免 除

　 申 請 す る 年 度 ま た は 前 年 度 に 失

業 （ ま た は 退 職 ） し て い た 場 合 に

対 象 に な り ま す 。 申 請 に は 雇 用 保

険 受 給 者 証 、 ま た は 雇 用 保 険 被 保

険 者 離 職 票 が 必 要 で す 。

　 申 請 者 以 外 の 申 請 者 の 配 偶 者 、

世 帯 主 の 前 年 所 得 に よ っ て 該 当 段

階 を 判 定 し ま す 。 他 市 町 村 か ら 転

入 さ れ た 方 は 、 前 年 の 所 得 状 況 を

証 明 す る も の を ご 持 参 く だ さ い

（ 源 泉 徴 収 票 、 確 定 申 告 書 の 写 し

 定 住 促 進 課 か ら

　 各 種 届 け 出 は 住 民 室 （ 内 線 １ １

1 ） 、 住 宅 の こ と は 住 ま い 室 （ 内

線 １ １ ６ 、 １ １ ７ ）

国 民 年 金 の 保 険 料 免 除 、 納 付 猶

予 制 度 を ご 活 用 く だ さ い

　 国 民 年 金 保 険 は 、 毎 月 の 保 険 料

納 付 が 困 難 な 場 合 、 申 請 に よ っ て

保 険 料 の 納 付 が 免 除 、 猶 予 と な る

「 保 険 料 免 除 」 「 若 年 者 納 付 猶 予 」

の 制 度 が あ り ま す 。

　 被 保 険 者 の 皆 さ ん が 万 一 の 事 故 、

疾 病 で 死 亡 、 障 害 と な っ て 国 民 年

金 の 保 険 金 受 給 対 象 と な る 場 合 で

あ っ て も 、 保 険 料 未 納 の ま ま で は

遺 族 基 礎 年 金 、 障 害 基 礎 年 金 な ど

を 受 給 で き な い 場 合 が あ り ま す 。

そ の よ う な こ と が な い よ う に 、 忘

れ ず に 保 険 料 の 免 除 、 納 付 猶 予 の

申 請 を し ま し ょ う 。 免 除 承 認 期 間

は ７ 月 か ら 翌 年 ６ 月 ま で で す 。

　 免 除 ま た は 納 付 猶 予 の 場 合 、 そ

の 期 間 は 国 民 年 金 の 受 給 資 格 期 間

（ 保 険 料 納 付 済 み 期 間 は 原 則 ３ ０

０ 月 ＝ 25 年 間 以 上 必 要 ） と し て 計

算 さ れ ま す 。 免 除 、 猶 予 の 期 間 中

は 実 際 に は 保 険 料 を 払 っ て い ま せ

ん の で 、 受 け 取 り 年 金 額 は 少 な く

な り ま す 。

　 全 額 納 付 の 場 合 は 、 保 険 料 を さ

か の ぼ っ て 納 め る こ と が で き ま す 。

10 年 以 内 で あ れ ば 免 除 該 当 期 間 の

保 険 料 を 全 額 納 付 で き ま す 。

な ど ） 。

　 本 年 度 の 申 請 は 、 印 鑑 を ご 持 参

の 上 、 役 場 １ 階 １ 番 窓 口 ま で 。

　 旭 川 年 金 事 務 所 は ☎ 27 ― １ ６ １

１

 企 画 総 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 総 務 室 ☎ （ 内 線

２ ２ ３ ）

2
5 年 度 町 職 員 を 募 集 し ま す

　 来 年 度 の 町 職 員 一 般 職 、 専 門 職

（ 保 育 ） の 職 員 を 上 川 管 内 統 一 試

験 に よ っ て 募 集 し ま す 。 応 募 ご 希

望 の 方 は 企 画 総 務 課 に お 申 し 込 み

く だ さ い 。

職 種 ・ 人 員 　 （ １ ） 一 般 職 員 （ 男 、

女 学 歴 不 問 ） 若 干 名 （ ２ ） 専 門

職 （ 保 育 職 ） （ 男 女 学 歴 不 問 ）

同
応 募 資 格 　 （ １ ） ① １ ９ ９ ０ （ 平

成 ２ ） 年 ４ 月 ２ 日 か ら １ ９ ９ ５

（ 同 ７ ） 年 ４ 月 １ 日 ま で に 生 ま

れ た 方 で 、 高 等 学 校 卒 業 程 度 の

学 力 を 有 す る 方 ② 専 門 学 校 ま た

は 短 期 大 学 を ２ ０ ０ ９ （ 同 21 ）

年 か ら ２ ０ １ ２ （ 同 24 ） 年 ま で

に 卒 業 し た 方 、 ま た は ２ ０ １ ３

（ 同 25 ） 年 ３ 月 卒 業 見 込 み の 方

③ ２ ０ ０ ９ （ 同 21 ） 年 か ら ２ ０

１ ２ （ 同 24 ） 年 ま で に ４ 年 制 大

学 を 卒 業 し た 方 、 ま た は ２ ０ １

２ （ 同 25 ） 年 ３ 月 卒 業 見 込 み の

方 （ ２ ） 保 育 職 は 保 育 士 及 び 幼

持 ち 物 　 健 康 保 険 証 、 運 転 免 許 証

　 な ど 身 分 の 証 明 を で き る も の

そ の 他 　 ○ 接 種 後 に 免 疫 （ 抗 体 ）

が で き る ま で 平 均 ３ 週 間 ほ ど か

か り ま す ○ １ 回 の 接 種 で ５ 年 以

上 免 疫 が 持 続 す る と い わ れ て い

ま す ○ 体 温 が 37 ・ ５ 度 以 上 の 方 、

重 篤 な 急 性 疾 患 に か か っ て い る

方 、 予 防 接 種 後 ２ 日 以 内 に 発 熱 、

ま た は ア レ ル ギ ー 症 状 が み ら れ

た こ と が あ る 方 、 そ の 他 医 師 が

不 適 当 と 判 断 し た 場 合 ― は 接 種

で き ま せ ん 。

児 童 手 当 現 況 届 の 提 出 は お 済 み

で す か ？

　 今 年 ３ 月 ま で 子 ど も 手 当 を 受 け

て い た 方 は 、 現 況 届 の 提 出 を お 願

い し ま す 。 10 月 上 旬 に 予 定 し て い

る ６ 月 分 以 降 の 児 童 手 当 支 払 い を

受 け る こ と が で き ま せ ん 。

　 次 回 の 手 当 を 受 給 す る た め に は 、

６ 月 29 日 （ 金 ） ま で に 「 児 童 手 当

現 況 届 」 を 提 出 し な け れ ば な り ま

せ ん 。

　 提 出 を 必 要 と す る 受 給 者 の 方 に

は 、 ６ 月 11 日 付 け で 児 童 手 当 現 況

届 提 出 の 案 内 を 郵 送 済 み で す （ 公

務 員 の 方 は 各 職 場 か ら 案 内 ） 。 手

続 き が お 済 み で な い 方 は 至 急 提 出

願 い ま す （ ６ 月 以 降 に 受 給 資 格

が 消 滅 し た 場 合 で も 提 出 が 必 要 で

す ） 。

高 齢 者 用 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン の 予

防 接 種 を 受 け 付 け

　 「 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン 」 は 肺 炎 の

予 防 の た め 、 接 種 が 有 効 で す 。 肺

炎 の 予 防 、 肺 炎 に か か っ て も 軽 い

症 状 で 済 む 効 果 を 期 待 で き ま す 。

　 肺 炎 球 菌 は 、 の ど や 鼻 に い る 細

菌 で 、 肺 炎 や 中 耳 炎 な ど を 引 き 起

す 原 因 菌 で す 。 成 人 、 特 に 高 齢 者

で は 、 細 菌 性 肺 炎 の 原 因 の 多 く を

占 め て い ま す 。

期 間 　 来 年 ３ 月 末 日 ま で （ 12 月 31

　 日 〜 １ 月 ５ 日 は 年 末 年 始 の 閉 庁

　 期 間 の た め 休 診 ） の 毎 週 月 〜 金

　 曜 日 （ 祝 ・ 日 除 く ） 　

時 間 　 午 前 ９ 時 〜 午 後 ４ 時 半

場 所 　 町 立 診 療 所 （ 東 町 １ 丁 目 14

　 番 １ 号 ）

対 象 　 ① 75 歳 以 上 の 町 民 （ ５ 年 以

内 に 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン の 接 種 を

受 け た 方 は 接 種 す る こ と が で き

ま せ ん ） ② 65 歳 〜 74 歳 ま で の 方

（ 呼 吸 器 疾 患 、 慢 性 心 不 全 、 慢

性 肝 疾 患 、 病 気 や 免 疫 抑 制 療 法

の た め 感 染 症 に か か り や す い 方 、

脾 臓 （ ひ ぞ う ） 摘 出 な ど 脾 機 能

不 全 の あ る 方 で 主 治 医 が 必 要 と

認 め た 方 ＝ 主 治 医 が 町 立 診 療 所

の 方 は 主 治 医 と 相 談 し て 予 約 し

て く だ さ い 。 主 治 医 が 東 川 町 立

診 療 所 以 外 の 方 は 主 治 医 の 証 明

が 必 要 で す ） 。 い ず れ も 要 予 約 。

費 用 　 ５ ０ ０ 円 （ １ 回 ） ＝ 生 活 保

　 護 受 給 者 は 無 料

「 栄 養 教 室 」 で 食 事 か ら 健 康 に

　 不 適 切 な 食 事 の 摂 取 、 運 動 不 足

な ど か ら 起 き る 生 活 習 慣 病 が 年 々

増 加 し て い ま す 。 「 自 分 の 健 康 は

自 分 で 守 る 」 を 柱 に 健 康 の 大 切 さ

を 考 え ま し ょ う 。 身 近 な 材 料 で 調

理 実 習 を し ま す 。 バ ラ ン ス 、 味 付

け な ど 健 康 を 考 え る 機 会 に し ま し

よ う （ 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推

進 員 の 単 位 を 取 得 可 ）

日 時 　 ７ 月 20 日 （ 金 ） 午 前 10 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

対 象 　 町 民 ど な た で も

内 容 　 食 生 活 チ ェ ッ ク ・ パ ー ト ４

　 ＝ 講 話 、 調 理 実 習 、 試 食 （ 希 望

　 者 は 体 脂 肪 測 定 ）

持 ち 物 　 筆 記 具 、 エ プ ロ ン 、 三 角

　 巾 （ 食 費 の 一 部 １ ０ ０ 円 を 自 己

　 負 担 ）

お 申 し 込 み 　 保 健 福 祉 課 栄 養 士 ま

　 で
社 会 を 明 る く す る 運 動 月 間 で す

　 「 第 62 回 社 会 を 明 る く す る 運 動 」

が ７ 月 １ 日 か ら 同 月 31 日 ま で 行 わ

れ ま す 。 犯 罪 や 非 行 を 防 止 し 、 罪

を 犯 し た 人 た ち の 更 生 、 立 ち 直 り

に 地 域 の 力 を 発 揮 し ま し ょ う 。

　 住 民 の 連 帯 を 強 め 、 地 域 の 犯 罪

や 非 行 を 抑 制 す る 力 を 増 進 す る た

め 、 だ れ で も 参 加 で き る 犯 罪 予 防

の 活 動 が 大 事 で す 。 罪 を 犯 し た 人

た ち の 立 ち 直 り を 助 け る た め 理 解

と 協 力 を お 願 い し ま す 。 人 権 が 尊

重 さ れ 、 す べ て の 人 が と も に 暮 ら

せ る 明 る い 社 会 を 実 現 し ま し ょ う 。

 写 真 の 町 課 か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は ☎

（ 内 線 ５ ９ １ 、 ５ ９ ２ ）

公 開 ポ ー ト フ ォ リ オ レ ビ ュ ー の

参 加 者 を 募 集

　 東 川 町 写 真 の 町 実 行 委 員 会 は 、

７ 月 28 、 29 の 両 日 開 催 の フ ォ ト フ

ェ ス タ ２ ０ １ ２ で 開 く ポ ー ト フ ォ

リ オ レ ビ ュ ー の 参 加 者 を 募 集 し ま

す 。

　 レ ビ ュ ア ー は デ ボ ラ ・ ク ロ チ
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

日 ） 、 坂 本 太 士 氏 （ フ ォ ト コ ン 編

集 部 副 編 集 長 ） 、 村 上 友 重 氏 （ 東

京 藝 術 大 学 美 術 学 部 助 教 ＝ 同 月 28

日 ） 、 秋 元 貴 美 子 氏 （ 日 本 大 学 芸

術 学 部 写 真 学 科 准 教 授 ＝ ７ 月 29

日 ） 、 吉 野 弘 章 氏 （ 東 京 工 芸 大 学

芸 術 学 部 写 真 学 科 教 授  ＝ 同 月 29 日 ）

　 カ メ ラ の 無 料 点 検 コ ー ナ ー も あ

り ま す 。 日 頃 の お 手 入 れ 、 長 く お

使 い い た だ く た め の 基 本 知 識 を 分

か り や す く 指 導 し ま す （ 協 力 、 ㈱

タ ッ ク カ メ ラ サ ー ビ ス セ ン タ ー ） 。

日 時 　 ７ 月 28 日 （ 土 ） 、 29 日 （ 日 ）

　 午 前 10 時 か ら 正 午 （ カ メ ラ 無 料

　 点 検 は 午 後 ５ 時 ま で 、 ２ 日 目 は

　 午 後 ４ 時 ま で ） 、

申 し 込 み 　 当 日 会 場 で 順 次 （ 予 約

　 不 可 ）

 町 立 診 療 所 か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 診 療

所 ☎ 82 ― 2 1 0 1

町 立 診 療 所 の 看 護 師 を 募 集 し ま

す
　 看 護 師 （ 正 職 員 ） を 募 集 し ま す 。

希 望 す る 方 は 東 川 町 立 診 療 所 に お

申 し 込 み く だ さ い 。

採 用 　 １ 人

締 め 切 り 　 ７ 月 20 日 （ 金 ）

資 格 　 看 護 師 免 許 証 を 有 す る 方

勤 務 内 容 　 看 護 業 務 （ 夜 間 業 務 あ

　 り ）

勤 務 時 間 　 基 本 午 前 ８ 時 半 〜 午 後

　 ５ 時 15 分 （ 週 休 ２ 日 制 ） 、 ２ 交

　 代 制 （ 月 ４ 回 程 度 の 夜 間 と 土 、

　 日 、 祝 日 勤 務 あ り ）

採 用 （ 予 定 ） 　 ８ 月 １ 日 （ 水 ）

給 与 　 職 員 の 給 与 条 例 に よ る

（ 例 ） 24 歳 で 経 験 ３ 年 程 度 の 場

合 　 給 与 17 万 ５ 千 ６ ０ ０ 円 、 賞

与 （ 年 ２ 回 、 ３ ・ ９ ５ カ 月 ） 、

夜 間 看 護 、 通 勤 ・ 住 居 手 当 な ど

（ 上 限 あ り ）

健 康 保 険 　 市 町 村 共 済 組 合 の 適 用

提 出 書 類 　 履 歴 書 、 看 護 師 免 許 証

　 の 写 し

そ の 他 　 面 接 試 験 日 は 後 日 連 絡

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 82 ― ５ １ ０

０
「 よ ち よ ち 教 室 」 を 開 き ま す

　 乳 幼 児 の お 子 さ ん が 安 心 し て 遊

べ る 場 所 で す 。 親 子 で 楽 し く 遊 び

お 友 だ ち を つ く り ま し ょ う 。 零 歳

児 対 象 で す が 、 お 兄 ち ゃ ん 、 お 姉

ち ゃ ん も 一 緒 に ど う ぞ 。  

日 時 　 ７ 月 13 日 （ 金 ） 午 前 10 時 〜

　 正 午

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー 内 　 子 育 て 支

　 援 セ ン タ ー プ レ ー ル ー ム

対 象 　 零 歳 児 の お 子 さ ん と 保 護 者

募 集 　 15 組 程 度 （ 要 予 約 ）

内 容 　 赤 ち ゃ ん 体 操 、 親 子 遊 び 、

　 マ グ ネ ッ ト 作 り 、 ス ト レ ッ チ 体

「 街 撮 り 撮 影 会 」 の 参 加 者 募 集

　 フ ォ ト フ ェ ス タ ２ ０ １ ２ の 「 街

撮 り 撮 影 会 」 参 加 者 を 募 集 し ま す 。

カ メ ラ を 片 手 に 町 内 を ゆ っ く り と

観 察 し て み ま し ょ う 。 古 い れ ん が

倉 庫 、 木 造 の 住 宅 、 青 々 と し た 水

田 風 景 な ど を 被 写 体 に 、 野 外 撮 影

の 達 人 を 目 指 し ま し ょ う 。

　 講 師 は 東 京 総 合 写 真 専 門 学 校 、

武 蔵 野 美 術 大 学 非 常 勤 講 師 の 写 真

家 、 大 西 み つ ぐ さ ん 。 希 望 者 に は

㈱ ニ コ ン イ メ ー ジ ン グ ジ ャ パ ン か

ら デ ジ タ ル カ メ ラ の ニ コ ン Ｊ １ 、

レ キ サ ー ・ メ デ ィ ア 　 マ イ ク ロ ン

ジ ャ パ ン ㈱ か ら 記 録 用 メ デ ィ ア の

貸 し 出 し 、 エ プ ソ ン 販 売 ㈱ の プ リ

ン タ ー で 写 真 印 刷 を し て 作 品 の 講

評 会 も 予 定 し て い ま す 。

日 時 　 ７ 月 29 日 （ 日 ） 午 前 10 時 〜

　 午 後 2 時 ご ろ

場 所 　 フ ォ ト フ ェ ス タ 会 場 周 辺

募 集 　 15 人 （ ど な た で も 可 、 定 員

　 に な り 次 第 締 め 切 り ）

参 加 料 　 無 料

集 合 　 小 西 健 二 音 楽 堂 （ 文 化 ギ ャ

　 ラ リ ー 隣 り ）

「 Ｊ ｕ ｎ ａ （ ユ ー ナ ） 2
1 」 ポ ー ト フ ォ

リ オ レ ビ ュ ー 参 加 者 の 募 集

　 自 分 の 写 真 作 品 を 持 参 し て 、 写

真 家 、 北 島 敬 三 氏 （ 東 京 在 住 ） と

写 真 作 品 を 通 し て 話 し 合 い の 場 に

参 加 で き ま す 。 お 気 軽 に お 立 ち 寄

り く だ さ い 。

カ 氏 （ 米 国 サ ン デ ィ エ ゴ 写 真 美 術

館 館 長 ） 、 高 橋 国 博 氏 （ 冬 青 社 社

長 ） 、 太 田 菜 穂 子 氏 （ キ ュ レ ー タ

ー 、 「 Ｇ ａ ｌ ｌ ｅ ｒ ｙ 21 」 の 運 営

な ど ） 、 写 真 家 、 野 町 和 嘉 氏 （ 写

真 の 町 東 川 賞 審 査 員 ） の ４ 人 。

　 20 分 間 あ な た の 写 真 に つ い て マ

ン ・ ツ ー ・ マ ン で さ ま ざ ま な ア ド

バ イ ス を 受 け る こ と が 出 来 ま す 。

申 し 込 み 多 数 の 場 合 は 希 望 に 沿 え

な い こ と も あ り ま す が 、 ２ 人 か ら

の レ ビ ュ ー は 必 ず 受 け る こ と が 出

来 ま す 。

募 集 　 ６ 月 11 日 （ 月 ） か ら （ 定 員

に な り 次 第 締 め 切 り ）

定 員 　 10 人 （ ７ 月 28 、 29 日 そ れ ぞ

　 れ ）

資 格 　 一 つ に ま と ま っ た 形 の 写 真

　 作 品 を 写 真 家 、 ギ ャ ラ リ ス ト 、

　 編 集 者 な ど に レ ビ ュ ー 出 来 る 方

　 （ 年 齢 、 国 籍 、 プ ロ 、 ア マ を 問

　 わ ず 。 写 真 ジ ャ ン ル 、 テ ー マ 問

　 わ ず ）

場 所 　 道 の 駅 ・ 道 草 館 （ ２ 階 ）

申 し 込 み 　 電 話 で 申 し 込 み （ ☎ 直

　 通 82 ― ４ ７ ０ ０ ） （ 申 し 込 み 後 、

　 メ ー ル に て 別 添 応 募 用 紙 を お 送

　 り く だ さ い （ 希 望 レ ビ ュ ア ー ２

　 人 の 名 前 を 記 入 し て い た だ き ま

　 す ）

参 加 費 　 ２ 千 円 （ 当 日 チ ェ ッ ク イ

　 ン 時 に 支 払 い 、 見 学 自 由 ）

　 レ ビ ュ ー 評 価 に よ っ て は ニ コ ン

サ ロ ン 「 Ｊ ｕ ｎ ａ 21 」 で の 個 展 開

催 の 道 が 開 け ま す 。

日 時 　 7 月 28 日 （ 土 ） ① 午 前 11 時

　 半 か ら 午 後 1 時 半 ② 午 後 5 時 か

　 ら 同 7 時

場 所 　 文 化 ギ ャ ラ リ ー

受 け 付 け 時 間 　 開 始 30 分 前 （ 予 約

　 不 要 ）

参 加 資 格 　 現 在 テ ー マ を 持 っ て 撮

　 影 し て い る 方

提 出 作 品 　 プ リ ン ト （ ６ つ 切 り ま

　 た は Ａ ４ 以 上 、 ス ラ イ ド 不 可 、

　 枚 数 制 限 な し ）

年 齢 　 35 歳 程 度 ま で を 上 限 の 目 安

参 加 費 　 無 料 （ 見 学 自 由 ）

写 真 の 町 「 出 会 い の 広 場 」 に 参 加

し よ う

　 写 真 界 の 第 一 線 で 活 躍 中 の 大 学

写 真 学 科 の 先 生 、 写 真 専 門 誌 の 編

集 者 か ら 写 真 撮 影 の 構 図 の 決 め 方

や 撮 り 方 な ど 、 ワ ン ポ イ ン ト ア ド

バ イ ス を 無 料 で 受 け ら れ ま す 。 ご

自 分 で 撮 っ た 写 真 、 友 人 、 家 族 が

撮 っ た 写 真 を 道 の 駅 ・ ひ が し か わ

道 草 館 （ １ 階 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー

ル ） に お 持 ち く だ さ い 。

　 ど な た で も 参 加 出 来 ま す 。 年 齢 、

写 真 歴 な ど は 問 い ま せ ん 。 月 刊 フ

ォ ト コ ン 誌 に 掲 載 チ ャ ン ス も あ り

ま す 。 見 学 は 自 由 で す 。

　 レ ビ ュ ア ー は 浅 井 譲 氏 （ 日 本 大

学 芸 術 学 部 写 真 学 科 教 授 ＝ ７ 月 28

（ 新 栄 ） 、 石 井 季 子 （ 1
7 区 ） 、 石

田 友 子 （ 1
8 区 ） 、 藤 田 優 子 （ 西 ） 、

米 陀 満 江 （ 1
1 区 ）

ふ う が 農 園 か ら 今 年 も 花 の 寄 贈
教 育 課

　 　 ５ 月 2
0 日 、 風 花 （ ふ う が ） 農

園 （ 鈴 木 敦 也 代 表 、 西 ７ 号 北 ６ 線 ）

か ら 、 今 年 も サ ル ビ ア 、 ケ イ ト ウ 、

ベ コ ニ ア な ど 季 節 を 彩 る 花 々 の 苗

約 １ ４ ０ 本 を 寄 贈 し て い た だ き ま

し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 教 育 課 職 員 が 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー 前 花 壇 に 花 々 を 定 植 し ま し た 。

来 場 の 折 に ご 鑑 賞 く だ さ い 。

ハ ン ド マ ッ サ ー ジ と ネ イ ル ケ ア の

体 験 交 流 で す
共 生 サ ロ ン こ こ り ん

　 北 海 道 環 境 福 祉 専 門 学 校 の 社 会

福 祉 学 科 の ２ 年 生 ８ 人 が ハ ン ド マ

ッ サ ー ジ と ネ イ ル ケ ア の 施 術 体 験

活 動 を し ま す 。

　 操
講 師 　 佐 藤 亜 紀 子 さ ん   

「 子 育 て 講 座 」（ 美 容 ） の お 知 ら せ

　 紫 外 線 の 基 礎 知 識 、 ダ メ ー ジ お

肌 の ケ ア 方 法 を 学 び ま す 。 心 も 体

も リ フ レ ッ シ ュ ！

日 時 　 ７ 月 19 日 （ 木 ） 午 前 10 時 〜

　 同 11 時 半

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー 内 子 育 て 支 援

　 セ ン タ ー プ レ ー ル ー ム

募 集 　 15 組 程 度 （ 要 予 約 、 託 児 あ

　 り ）

対 象 　 家 庭 の 親 子

内 容 　 ス キ ン ケ ア と Ｕ Ｖ （ 紫 外 線 ）

　 対 策

講 師 　 資 生 堂 販 売 ㈱ 、 鈴 木 由 紀 恵

　 さ ん

〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜

交 通 安 全 指 導 員 の 町 内 ６ 人 が 受

賞
　 町 内 の 交 通 安 全 指 導 員 ６ 人 が 長

年 の 交 通 安 全 活 動 で 表 彰 を 受 け ま

し た 。

　 ５ 月 2
5 日 根 室 市 で 開 か れ た 全 道

交 通 安 全 指 導 員 連 絡 協 議 会 の 総 会

席 上 表 彰 を 受 け ま し た 。 街 頭 立 哨 、

交 通 安 全 教 室 で 子 供 た ち へ の 交 通

安 全 教 育 な ど 、 1
5 年 以 上 に 渡 る 活

動 が 評 価 さ れ ま し た 。

　 受 賞 者 は 次 の 通 り （ 敬 称 略 ） 。

　 米 田 和 子 （ 東 町 ２ ） 、 寺 村 義 博

　 学 生 と 地 域 住 民 と の 「 Ｈ Ａ Ｎ Ｄ

ｉ ｎ 　 Ｈ Ａ Ｎ Ｄ （ ハ ン ド ・ イ ン ・

ハ ン ド ） 」 活 動 の 第 １ 回 交 流 と し

て 開 き ま す 。 お 気 軽 に お い で く だ

さ い 。

日 時 　 ７ 月 2
0 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 共 生 サ ロ ン こ こ り ん （ 東 町

　 １ 丁 目 ７ ― 1
0 ）

対 象 　 ど な た で も

内 容 　 ハ ン ド マ ッ サ ー ジ と ネ イ ル

　 ケ ア の 施 術

費 用 　 無 料

定 員 　 2
5 人

締 め 切 り 　 ７ 月 1
7 日 （ 火 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 共 生 サ

　 ロ ン こ こ り ん ☎ 82 ― ２ ６ ６ ６

ミ ニ バ レ ー 大 会 の 参 加 者 を 募 集

し ま す

　 「 第 2
1 回 東 川 ミ ニ バ レ ー 協 会 長

杯 ミ ニ バ レ ー 大 会 」 の 参 加 者 を 募

集 し ま す 。 ミ ニ バ レ ー を 通 じ て 交

流 を 広 げ ま し ょ う 。

日 時 　 ７ 月 1
5 日 （ 日 ） 午 前 ８ 時 4
5

　 分 か ら （ 受 け 付 け 開 始 ）

種 目 　 ① 混 成 4
0 歳 未 満 ② 同 4
0 歳 以

　 上 ③ 同 5
0 歳 以 上 ④ 女 子 （ い ず れ

　 も １ チ ー ム ６ 人 以 内 ）

試 合 方 法 　 全 日 本 ミ ニ バ レ ー 協 会

　 公 式 ル ー ル （ 各 チ ー ム 相 互 審 判

　 制 ）

参 加 料 　 ５ ０ ０ 円 （ １ 人 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 別 途 申

　 し 込 み 用 紙 で 事 務 局 の 大 城 さ ん

　 （ 西 町 ３ 丁 目 ４ ― ６ 、 ☎ 82 ― ３

　 ５ ４ ２ ） ま で 、 参 加 料 を 添 え て

　 申 し 込 み 。

そ の 他 　 当 日 は 弁 当 を 斡 旋 （ １ 個

　 ６ ０ ０ 円 ） 。 参 加 申 し 込 み 時 に

　 申 し 込 み く だ さ い 。 ス ポ ー ツ 傷

　 害 保 険 な ど は 各 自 で ご 加 入 く だ

　 さ い 。

柳 家 は ん 治 独 演 会 へ の お 誘 い
叢 舎

　 落 語 家 、 柳 家 は ん 治 独 演 会 を 開

き ま す 。 本 格 落 語 の 醍 醐 味 を お 楽

し み く だ さ い 。

日 時 　 ７ 月 1
4 日 （ 土 ） 午 後 ６ 時

（ 開 場 ） 、 同 ６ 時 半 開 演

場 所 　 叢 舎 （ く さ む ら や ） ＝ 西 1
0

　 号 北 4
6

木 戸 銭 　 ２ 千 円 （ 先 着 5
0 人 予 約 限

　 定 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 叢 舎 の

　 澤 田 さ ん ☎ 82 ― ４ ４ １ ６

不 正 軽 油 防 止 強 調 月 間 で す

上 川 総 合 振 興 局

　 ７ 月 は 不 正 軽 油 防 止 強 化 月 間 で

す 。 「 作 ら な い 」 「 売 ら な い 」

「 買 わ な い 」 「 使 わ な い 」 を 徹 底

し ま し ょ う 。 不 正 軽 油 追 放 の た め

皆 さ ま か ら の 情 報 を お 待 ち し て い

ま す 。

　 不 正 軽 油 と は 、 軽 油 を 燃 料 と す

る 自 動 車 な ど に 灯 油 、 重 油 を 使 用

し て 道 路 を 走 行 す る な ど 、 軽 油 取

引 税 を 不 正 に 脱 税 す る 行 為 で す 。

不 適 格 な 燃 料 の 使 用 は 環 境 を 汚 染

し 、 公 正 な 市 場 競 争 を 阻 害 し ま す 。

　 お か し い 、 と 思 っ た ら ☎ ０ １ ２

０ ― ９ ７ １ ― １ ９ １

　 お 問 い 合 わ せ は 課 税 課 事 業 税 間

税 係 ☎ （ 直 通 ） 4
6 ― ５ ９ ２ ９

「 サ マ ー ジ ャ ン ボ 宝 く じ 」 は ７ 月

９ 日 発 売
（ 公 ） 北 海 道 市 町 村 振 興 協 会

　 ７ 月 ９ 日 か ら 同 月 2
7 日 ま で 、

「 サ マ ー ジ ャ ン ボ 宝 く じ 」 が 発 売

に な り ま す 。

　 賞 金 は 、 1 等 が 昨 年 よ り ２ 億 円

引 き あ が っ て ４ 億 円 （ １ ユ ニ ッ ト

１ 本 、 合 計 2
6 本 ） と な り ま し た 。

1 等 前 後 賞 は ５ 千 万 円 （ 同 ２ 本 、

合 計 5
2 本 ） 、 ２ 等 は ５ ０ ０ 万 円 は

２ 本 （ 同 ２ 本 、 合 計 5
2 本 ） な ど 。

　 同 時 発 売 の 「 ２ ０ ０ ０ 万 サ マ ー 」

は 、 １ 等 賞 金 が ２ 千 万 円 （ 同 5
0 本 、

合 計 ４ ５ ０ 本 ） 。 こ ち ら は 当 選 本

数 が 増 え て さ ら に お 楽 し み い た だ

け る よ う に な り ま し た 。

自 衛 官 候 補 生 、 一 般 曹 候 補 生 の 募

集
自 衛 隊 旭 川 地 方 協 力 本 部 南 地 区 隊

　 2
4 年 度 自 衛 官 候 補 生 、 一 般 曹 候

補 生 を 募 集 し ま す 。 お 問 い 合 わ せ

は 南 地 区 隊 ☎ 2
2 ― ０ ６ ４ ８ 、 ま た

は 募 集 相 談 員 の 小 野 利 昌 さ ん ☎ 82 27
26
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公
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
.入
居
申
込
書

２
.住
宅
等
状
況
申
告
書

３
.所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
.地
方
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
23
年
1月

1日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
.世
帯
全
員
分
の
住
民
票
（
町
外
の
方
の
み
）
、
本
籍
地
の
表
示
は
不
要

６
.そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

７
.印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
、
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
３
、
４
の
書
類
は
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

受
付
期
間

7月
2日
㈪
～
同
月
11
日
㈬

受
付
場
所

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

募
集
戸
数

3戸

そ
の

他

選
考

方
法

入
居
予
定
日

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第

2条
第
6号
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

7月
末
日（
期
限
ま
で
に
入
居
す
る
こ
と
が
要
件
）

家
賃
の
3カ
月
分

入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
2人
（
2人
の
保
証
人
が
い
な
い
場
合
は
入
居
取
り
消
し
）

住
ま
い
室
☎
82
-2
11
1(
内
線
11
5・
11
6)

定
住
促
進
課

●
公
営
住
宅

募
集
団
地

場
　
所

戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

入 居 資 格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
、
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
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①

・
平
成
10
年

・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き

・
物
置
付
き
、
駐
車
場
1台

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
1階
）

・
20

,2
00
円
～

　
　
64

,6
00
円

南
団
地
B2

2L
D
K
（
58
.7
㎡
）

南
町
1丁
目
7番

・
オ
ー
ル
電
化

・
自
治
会
管
理
の
共
同
灯
、ﾎ
ﾟﾝ
ﾌﾟ
電
気
代
は
別
途

②

・
昭
和
59
年

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
2階
建
て

・
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
付
き
、
ボ
イ
ラ
ー
付
き

・
物
置
付
き

・
ペ
ッ
ト
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

・
1戸
（
2階
）

・
19

,6
00
円
～

　
　
48

,5
00
円

清
流
東
団
地
A
1

3L
D
K
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